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１ はじめに 

 

 平成 16（2004）年 10 月 23 日 17:56、新潟県中越

地方でＭ6.8 の地震（川口町では最大震度 7 の揺れを

観測）が発生した。この新潟県中越地震は、下記の特

徴を持った災害であったことから、様々な観点から調

査が行われた。 
 
• 余震としてほぼ 30 分以内に最大震度 6 強クラス

の揺れが2度も生じたこと 
• 地震の 2 日前に来襲した台風 23 号の影響もあっ

て降雨と地震の複合的な災害であったこと 
• この地域が国内でも有数な地すべり地帯で、かつ

豪雪地帯であること 
• 低人口密度で高齢化が進んだ中山間地に発生し

た災害であること 
 
 この地震による主たる土砂災害は、斜面崩壊・地す

べりであり、また、その結果として生じた天然ダムで

ある。国土交通省の発表では崩壊箇所は3,791箇所で

あり、崩壊箇所の詳細な内容については大学等多くの

研究機関で実態調査が行なわれて様々な機会で発表さ

れている。 
 土木学会地盤工学委員会斜面工学研究小委員会では、

地震直後から3年にわたって、土砂災害の状況、復旧、

復興について現地調査を行い、「被災状況」「対策工効

果」「景観・環境変化」「災害廃棄物」等の観点で整理

した。また、この地震による土砂災害発生状況や地域

の伝承をまとめた「新潟県中越地震土砂災害学習マッ

プ」を作成し、行政・教育機関だけでなく道の駅など

一般の人たちが集まる場所で配布してきた。さらに地

震発生5年後の平成21年には、現地で平成19年に作

成した「防災実習マップ」を用いて、地域の人を対象

とした防災セミナーを開催している。 
 中越地区は、棚田・闘牛・錦鯉が有名で、それに沿

った産業（米栽培・牧畜・養殖等）によって生活がな

されてきた。しかし、この中越地震によって、その基

盤となる大地が破壊されたが、新潟県はもとより中越

地方に暮らす人々によって破壊された大地は復元され、

様々な対策工により被災リスクが低減され、棚田・闘

牛・錦鯉をコアとした生活圏が再び形成されている。

さらに当時の災害記憶を、「中越メモリアルロード」と

いう形で結び、被災記憶の風化を可能な限り抑える活

動もなされている。これらの活動は、現在災害が発生

した中山間地の復興モデルの一つとして参考になるも

のと考えている。 
中越地震以降、平成 23（2011）年の東日本大震災

を筆頭に、日本各地で多くの地震災害、豪雨災害が多

発し、その都度、現地調査が行われているが、復旧・

復興状況および災害記憶の伝承にまで調査した事例は

少ないと思われる。 
 本報告は、被災後 15 年目の中越地震被災地域を調

査した結果を整理したものであり、中山間地域の災害

からの復旧復興の参考として活用していただければ幸

甚である。 
 

 
図 1-1 新潟県中越地震に関する斜面工学研究小委員

会の活動履歴 

（鈴木素之・岩佐直人） 
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２ 中越地震被災状況 

２．１ 地震の概要 

 ・発⽣⽇時  平成 16 年 10 ⽉ 23 ⽇ 17:56 
  ・震源地   新潟県中越地⽅（北緯 37 度 17.5 分、

東経 138 度 52.0 分）(写真 2-1) 
 ・震源の深さ 13km 
  ・地震規模  マグニチュード 6.8 
    (⻑岡市川⼝町、⼩千⾕市、⻑岡市⼩国町 震度 7.0) 
       （図 2-1） 

 
２．２ 災害の特徴 

中越地震は、日本でも有数の地すべり多発地帯でさら

に豪雪地帯である里山農村地域で発生した直下型地震

である。 

 図 2-2 は、山古志地区を含む 5kmx5km メッシュ（H16

年当時のメッシュサイズ）では。7月に新潟・福島豪雨 

 

および福井豪雨の影響もあって土壌雨量指数の値が非

常に高かったが、８月にはほぼゼロになっている。その

後の降雨によって土壌雨量指数は50前後の値で推移し、

10月20日の台風23号で100近い値(10月20日の日雨

量100mm)まで上昇し、中越地震発生に至っている。した

がって中越地震は、台風 23 号の豪雨の影響があった豪

雨と地震による複合災害と評価されている。 

この中越地震による土砂災害の発生状況と被害状況

を表2-1に、斜面崩壊の分布を図2-3に示すが、広範囲 

 

写真2-1 震央位置（×箇所）R1.11.25撮影 

図2-2 中越地震前後の降雨・土壌雨量指数履歴 2) 
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図2-1 推計震度分布図（気象庁発表）１） 
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図2-3 斜面崩壊の分布 2） 

表2-1 被害状況（H21.10.15最終報）３） 

地すべり がけ崩れ ⼟⽯流等
131 90 4

死者 ⾏⽅不明 負傷者
68 4,795

全壊 半壊 ⼀部損壊
3,175 13,810 104,619

⼟砂災害

⼈的被害

家屋被害（⼾）
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に渡って大小の斜面崩壊が発生している。また表2-2に

は平成23年東日本大震災、平成27年熊本地震及び令和

元年北海道胆振東部地震時の土砂災害の発生状況を示

す。地質・地形的等の条件も関係するものの、中越地震

では地すべりの発生件数が、東日本大震災・熊本地震・

胆振頭部地震と比較して非常に多い。また土石流は中越

地震では４件と非常に少ない。 

中越地震が発生した地域は第三系〜第四系の堆積岩

からなる地域であり日本有数の地すべり地帯として知

られている。中越地震で発生した比較的規模の大きい地

すべりは、砂泥互層や凝灰岩層を挟在する流れ板的斜面

で多く見られ、泥岩の急崖箇所では表層崩壊が多かった。 

 

土砂災害の特徴を下記に示す。 

① 地下水で飽和した大小多くの地すべりと、それによ

る河川閉塞・せき止め湖の出現 

(写真2-2〜写真2-7) 

② 地下水で飽和した盛土の崩壊とその末端部の流動

化(写真2-8) 

③ 地下水が高い状態での沖積層の液状化 

④ 尾根地形（凸部地形）での斜面崩壊 

⑤ 急傾斜部の表層崩壊、岩盤崩壊 

(写真2-9〜写真2-13) 

⑥ ライフラインや宅地・構造物の倒壊・破損 

 

これら災害の結果、集落（小千谷市等 7市町村 61集

落）が孤立するとともに、道路の他電話線・水道管等の

ライフライン途絶、情報遮断という状況であり、住民避

難が困難だったこと、中越地域の特産である「牛」「錦鯉」

「米」が壊滅的な被害を受けたこと等中山間地域特性に

対する被害であった。 

中越地震の被災状況は、多くの調査報告書等に示され

ているので、ここでは代表的な被災状況を写真 2-3〜2-
13に示す。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

写真2-2 寺野地区の地すべりと天然ダム 

 

写真2-3 東竹原地区の地すべりと天然ダム 2) 

表2-2 中越地震以降の大規模地震における土砂災害 

地すべり がけ崩れ ⼟⽯流等

H23年東⽇本⼤震災4) 29 97 13

H27年熊本地震5) 10 123 57

令和元年北海道胆振東
部地震6)

0 133 94

(a) 地すべり全景 2) 

．．．この現場は妙見（白岩）で発生した岩盤崩壊のすぐ近くにあります。写真か

らわかるように、まるでスキー場のような平滑なすべり面が形成されており

（傾斜は約22° ）、その上に厚さ約3mの砂岩層からなる岩塊が載っていたことが

わかります。この岩塊が地震動によって揺さぶられて，すべり面に沿って下方

に崩れ落ちたものです。近くで見るとすべり面付近には厚さ数ミリの凝灰質の

砂岩が観察されます。凝灰質の砂岩とは、砂の堆積時に火山灰が砂と混じり合っ

てできたもので、この砂岩の強さが崩壊メカニズムを解明する鍵になると考え

られます。また、この斜面も妙見（白岩）と同様に、地層が流れ盤になっており、

地すべりが発生しやすい地形といえるでしょう。隣接する斜面においても同じ

ような岩盤すべりが発生して

いました。これら2つの斜面

の先には道路や鉄道が通って

いますが、幸いにも大きな被

害はでませんでした。

自動車で通行中の母子3人が土砂にまき込まれ、奇跡的に男の子が助か

った現場です。斜面は砂岩層主体の地層が分布しています。地層は緩く川

側に傾いているため、斜面はすべりやすい構造（流れ盤といいます）にな

っています。この地層が地震によって崩壊し、道路は崩れた岩塊とともに

河川に押し出されました。また、側面のJR上越線のトンネル入口の一部

も崩壊した岩塊によって埋められてしまいました。

復旧工事では、トンネル案、

橋梁案などと比較の上で現在の

対策（アンカー：用語の説明参

照）が採用されました。この斜

面の地下には戦前の磨き砂の坑

道跡があり、ここが弱面になる

可能性がありますので復旧工事

では坑道跡の充填工事が行われ

ました。  

道路の残骸は、復旧工事後も

メモリアルとして残そうという

意見もあり、まだ放置されたま

まの状況です。今後の経緯を見

守っていきたいものです。 

① 妙見（白岩）の岩盤崩壊

② 横渡の岩盤すべり

① 妙見（白岩）の岩盤崩壊

② 横渡の岩盤すべり

油夫集落は緩斜面上に位置し、谷筋には棚田が発達するという地すべり地特有の景観を呈しています。地震では、集落が

位置する旧地すべりの再滑動が発生しました。そして地すべり土塊や崩壊土砂によって、油夫川が延長約1kmにわたって閉

塞されてしまいました。集落の家屋の半数が大破・倒壊し、地すべり頭部の亀裂は尾根筋に位置する山古志中学校の校舎部

分やグラウンドに達し、鉄筋コンクリート3階建ての山古志中学校は校舎全体に被害が及び、建て直すこととなりました。

また、油夫川周辺の斜面に発達する棚田には、崩壊、亀裂の発生などによる損傷が広い区域にわたり発生しました。

対策工は、斜面の安定対策としてアンカー工とのり枠工、地すべり対策として集水井戸などの排水工、沢には砂防えん堤

や押え盛土が施工されました。特筆すべきことは、周辺において発生した崩壊土砂、復旧工事による建設発生土砂を押え盛

土として活用したことです。 

③ 小栗山の地すべり 

④ 神沢川（大日山）の大規模な地すべり 

⑤ 油夫の土砂災害 

⑥ 竹沢（羽黒トンネル横）の大規模な崩壊 

③ 小栗山の地すべり 

④ 神沢川（大日山）の大規模な地すべり 
地すべり地に行くには、県道を利用して塩谷の集落まで入りま

す。ここから北東へ徒歩でもすぐの距離で地すべり地を見渡せる地

点に達します。地すべりは芋川支流の神沢川の更に右岸支流で発生

したもので、長さ650m、幅450m、移動土塊は約750万m3という今

回の地震による地すべりの中で最大規模のものです。地すべり地

は、大日山（標高390m）を含む湾曲した稜線で囲まれた勾配15度

程度の緩い傾斜地で、養鯉池や水田として利用されていました。地

すべりにより落差50m以上の明瞭な滑落崖が形成され、頭部には陥

没帯、中部には亀裂や表層崩壊、末端部には隆起が生じました。地

すべりは概ね南東方向に移動し、上部では最大100m、中間部から末

端部では40mから60mも移動したと推定されています。ボーリング

調査の結果、深さ60mから80mのところにすべり面が確認されまし

た。しかし、幸いに下流域に土砂は流出せず、大きな直接の災害は

ありませんでした。

対策工としては、上部ブロックに対しては排土、地すべり末端部

に対しては押え盛土、その他に排水工、水路工等が施工され、地す

べりの再移動を防止しようとしています。  

地すべり地は、小千谷市街地から山古

志地区に向かう国道291号からは直接見

えません。小千谷闘牛場を目指して国道

から北に入り、闘牛場を過ぎてさらに林

道沿いに北に向かった谷奥に進んでくだ

さい。地震時に発生した地すべりは古い

地すべり末端付近の一部が再活動した

もので、流出した土砂の一部は沢を駆

け下り土石流化しましたが、沢下流付

近の砂防えん堤で止まり、下流の幹線

道路や集落には被害が及びませんでし

た。砂防えん堤の効果は大きく、地震

時の土砂災害を軽減してくれました。

小栗山の地すべりには、オオバキスミレ・ニリンソウ・タヌキラン・

クサソテツなどの湿性植物やカタクリ・キバナイカリソウなどの希少植

物が生育し、早春から秋にかけて美しい里山景観を見せていました。

対策工としては、地すべり頭部の排土（用語の説明参照）をした上

で侵食防止を目的としたのり面保護工（のり枠：用語の説明参照）が

施工され、地すべり末端部では、押え盛土工（用語の説明参照）と流

路工が施工されました。また、沢の中流付近には砂防えん堤が施工さ

れています。これらの地すべり対策工と復興された棚田・養魚池の美

しい草花を含んだ景観との調和が今後の課題といえます。 

⑤ 油夫の土砂災害 

⑥ 竹沢（羽黒トンネル横）の大規模な崩壊 
旧山古志村役場のあった竹沢地区では各所で斜面崩壊が発生しました

が、竹沢地区と芋川流域の集落をつなぐ羽黒トンネル入口に隣接する斜面

でも、長さ200ｍ、幅80ｍの大規模な崩壊が発生しました。この崩壊は、

風化をうけた泥岩が地震動により崩落したもので、県道が厚さ5ｍにわたっ

て埋没したほか、家屋3棟が全壊しました。崩壊地の周辺は一連の急斜面と

なっていますが、旧役場よりの斜面にも崩壊が見られ、古い崩壊地形の一

部が再崩壊したことがわかります。

竹沢地区は、平年でも3m近くの積雪がある豪雪地帯であり、なだれの危

険性のある斜面が多く見られます。崩壊が発生した斜面においても、なだ

れを防止するために防止柵が多数設置されていましたが、半数近くが崩落

するなどの被害を受けました。崩壊上部の対策工事は、侵食に弱い砂層が

あり難航しましたが、斜面を緩く整形してのり枠により保護しました。ま

た、斜面からのなだれを

防ぐために、防止柵も施

工されました。崩壊下部

は、崩壊土砂をよう壁

（用語の説明参照）等に

より安定させて緑化が行

われています。

よう り いけ

ゆ　ぶ

ゆ　 ぶ

ゆ　ぶ

ゆ　ぶ

被害の概要と地形・地質

用語の説明

 新潟県中越地震は2004年（平成16年）10月23日に発生し、川口町では震度7を記録しました。本震後も震度6以上の余震

が続き、長岡市・小千谷市・魚沼市・川口町・十日町市・栃尾市など広い地域に被害をもたらしました。中でも旧山古志村

（長岡市）一帯は錦鯉の里として知られ棚田の美しい里山でしたが、斜面の崩壊や地すべりが多発し、集落が孤立するなどの

大きな被害を受けました。いくつかの地すべりは河川をせき止めたため、上流の地域は貯水池のようになり、家屋が水没する

などの被害がでました。 

学習マップの地域は標高300～700mの東山丘陵であり、芋川をはじめとする中小の河川に侵食されています。河川沿いは

急斜面の谷ですが山頂部はなだらかな地形をなし、斜面には大小の地すべり地形が分布します。地質は新第三紀と呼ばれる

比較的新しい時代にできた泥岩や砂岩を主体にし、褶曲構造が発達しています。泥岩や砂岩の地層は褶曲によって傾斜しており、

地層が谷の方向に傾いている斜面では多くの地すべりが発生しています。図の中央北部、風口峠から北北東に延びる600～

700mの山地には、火山岩である硬質の安山岩類が分布します。 

＜被害の概要＞（平成17年度防災白書から引用） 
人的な被害：死者46名、負傷者4,801名
家屋の被害：全壊2,827棟、半壊12,746棟
土砂災害：土石流4件、地すべり131件、崩壊90件
その他、道路、鉄道、河川、上下水道、ガス、電気、電話、
農地、林地などが被災

＜本震の概要＞
地震発生時刻：2004年10月23日17時56分
震央：北緯37.3°、東経138.8°
震源の深さ：13km
マグニチュード：6.8
最大震度：7 

斜面の崩壊対策

よう壁  斜面や盛土の崩れを防ぐ目的で設置されます。コンク
リート製が主体ですが、鋼製の枠に砕石を詰めたり井桁形式の

ものがあります。

のり枠  斜面の表面で発生する小規模な崩壊や降雨による侵食
を防ぐ目的で設置されます。

渓流の土石流対策

砂防えん堤  豪雨時に渓流から流れ出る土砂を少なくして下流の被害を防ぐ目的で設置されま
す。コンクリート製、鋼製などいろいろな形式があります。

地すべり対策 

地下水の排除  雨水や融雪水が浸透して地下水位が上昇すると、移動層に大きな水圧が作
用して地すべりが起こりやすくなります。そこで集水井戸や横向きのボーリング孔で地下

水を抜いて移動層に作用する有害な水圧を下げて地すべりを止める工法です。

地すべりの頭部排土と押え盛土  地すべり頭部の土塊を取り除いて土塊が動こうとする
力を小さくすること（排土）や、地すべりの末端に土砂を盛って押え込むこと（押え盛土）

で地すべりを止める工法です。

杭やアンカーの設置  杭を用いた対策は、地すべり斜面に鋼管や鉄筋コンクリートの杭
をすべり面より深い岩盤まで埋設して地すべりを止める工法です。アンカーによる対策

は、地表で圧力を受けるコンクリート製の板または枠とすべり面より深い岩盤をワイヤー

で結びつけて地すべりを止める工法です。  

明瞭な地すべり地形を示す斜面の末端部分が地震で崩壊したもので

す。地すべりの末端といっても崩壊幅は70m、斜面長130mの規模で、

崩壊土砂は民家を押しつぶして尊い2名の人命を奪い、県道を埋没さ

せ、一部は末端の太田川に達しました。崩壊部分の上部斜面には多くの

クラックが発生し、地すべり変動が認められました。被災地の地質は風

化した泥岩で、ナイフで削ることの出来る程度の軟質な岩石です。

対策は降雨時の地下水位の上昇が著しいことから、地下水の排除を目

的にした集水井戸や多数の横ボーリング孔が設けられました。また、末

端の崩壊部分については、被災家屋を除いて鋼管杭の埋設による斜面の

安定化を図った上で、斜面を整形しています。

一ツ峰地すべり　地点
山間部の水田を含む斜面が大規模な地す

べり移動をしたのですが、道路が破壊され

対策が困難な状況です。このため地すべり

によって生じた滑落崖、水田の傾動、樹木

の倒伏や傾き、斜面の陥没やクラック、末

端部での岩盤崩壊や圧縮現象などを観察す

ることが出来ます。ただし、地すべり地内部は崩壊箇所が多く、危険ですので十分な身支度と専門家の同行が望まれます。

大規模な砂防えん堤　地点　、地点
地すべりや崩壊土砂が豪雨時に流出することに

よる被害を防ぐ目的で、いろいろな形式の多くの

砂防えん堤が作られました。

造成住宅地の被害
高町団地・鶴が丘団地など長岡市周辺の丘陵を造成した住宅地では、のり面が崩壊したり

地盤が著しく変形する現象が数多くありました。これらは谷を埋め立てて造成された盛土地

盤で発生したもので、道路や住宅に大きな被害がでました。 

芋川下流の遊砂池　地点
芋川の流域では多くの土砂災害が発生したため、豪雨時には大量の土

砂が流出すると予測されるため、下流の竜光集落の上流に土砂を堆積さ

せるための遊砂池が設けられました。

⑩ 濁沢の地すべり⑩ 濁沢の地すべり

番外編：その他の災害と対策番外編：その他の災害と対策
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棚田　谷あいの斜面に展開する棚田は旧山古志村の特徴であり、「日本の美しき棚田の原
風景」として注目されています。棚田は地震による地すべりや用水施設の破損によって大
きな被害を受けましたが、人々の努力によって多くが作付けできるようになりました。棚
田は四季によって景観を異にします。春は、耕起・代掻き・湛水によって、農村がにわか
に活気付きます。田植え後の稲の生長は生命力を感じ里山が緑に染まります。秋の刈り取
りは視野が開けることから開放感を覚え、雪の冬化粧は静寂で神秘的な印象を与えます。

手掘りの中山トンネル　旧山古志村は周囲が山によって囲まれてい
ます。人々の生活は、中山峠を越えた旧広神村・旧小出町などへの行き来
が多く、急病人が出た時にも峠越えを強いられました。冬には数mも積雪が
あるため足をとられたり吹雪で方向を見失うなど犠牲者もでました。人々
はこの逆境に立ち向かい、昭和8～24年までツルハシを用いて日本一長い
手堀のトンネル（当初922m、坑口の崩落で877m）を掘りました。これに
よって生活はかなり改善されました。その後、車社会に対応した新しい中
山トンネルが真横に開通しました。手掘りのトンネルはその役目を終えた
とはいえ、難工事に挑んだ人々の偉業を称え大切に保存されています。

錦鯉発祥の地　錦鯉の出現は19世紀の前半、江戸時代の文化・文政の頃であり、食用と
して飼われていた鯉が突然変異し、人々がさらに美しい容姿を求めて改良を重ねました。錦
鯉は山里の大きな産業となり、生活を支えてきましたが、地震によって養鯉池は壊滅的な被
害を受けました。今日では養鯉池の復旧が進み、錦鯉の品評会が開催されるなどして以前の
活気が戻ってきました。

牛の角突き　牛の巨体がぶつかり合う“牛の角突き”は力強く迫力満点で、古くか
ら神事の伝統行事として行われてきました。闘牛行事・牛の角突きは、国の重要無形民
族文化財に指定されています。小千谷闘牛場の近くに闘牛の容姿をした岩があります。
被災前は注目されませんでしたが地震で亀裂が入ったため,頭部に見せかけた部分に面綱
を巻き、シンボリックに闘牛を演出しています。

盗人の墓　旧山古志村に“地すべりと盗人を結び付けた伝説”があります。その昔、近く
の蓬平の集落で盗みをした者が妻子と一緒に種苧原の集落に逃げてきて、ある家でかくまっ
てもらいました。しかし、追いかけてきた役人に突き出されてしまい、鍋を被せて生き埋め
にされてしまいます。その際、鍋を被せると生まれ替わることができないという言い伝えが
あったため、鍋を被せないでくれと頼みましたが聞き入れられませんでした。盗人は殺され
るとき、この村を祟ってやるといったそうです。これが逸話として、地すべり伝説に結び付
いています。

豪雪地帯　2006年は“平成18年豪雪”といわれ記録的な降雪量になり、最大積雪量は、 竹
沢（旧山古志村役場）で310cm、 種苧原で390cmを記録しました。積雪は直接間接に多くの
被害を及ぼし、積雪期の雪崩や融雪期の斜面崩壊・地すべりが発生します。また雪が降り続く
時には、屋根の雪下ろし回数の頻度が多くなり苦難を強いられます。

東竹沢地区では、芋川の左岸斜面が長さ350m、
幅295mにわたって地すべりを起こし、その移動土
塊は約130万m3という大きな規模のものでした。
地すべり地の地質は砂質の泥岩や細粒の砂岩から
構成されており、地層の傾斜は川側へ緩く傾斜し
た流れ盤になっています。地すべりは旧地すべり
移動層の一部が分離して約70m移動したものと考
えられ、頭部では高さ25m、傾斜約25度の滑落崖が形成され、末端では芋川を横断し、対岸の国道291号線付近まで地すべ
り土塊がのぼりあがりました。
これによって、芋川は延長320mにわたってせき止められました。地すべり土塊でふさがれた川は水かさを増し、上流の
集落が水没する深刻な被害が生じた一方、せき止めた土塊の決壊により土砂が大量の水とともに下流部へ一気に押し寄せる
危険が高まりました。そこで、緊急の対応として、地震後およそ2ヶ月間、24時間態勢で多数の排水ポンプを稼働させたほ
か、仮設の排水路などで水位を下げ、2005年4月から本格的な復旧工事に入りました。ここでの対策は、2基の砂防えん堤
を設け、崩れた斜面の整形とのり面保護などを実施しています。 

⑦ 東竹沢の河道閉塞 

⑧ 寺野の河道閉塞 

⑨ 風口の崩壊

⑦ 東竹沢の河道閉塞 

⑧ 寺野の河道閉塞 

芋川上流の種苧原周辺でも斜
面崩壊が多発しましたが、風口
峠付近に規模の大きな地すべり
性の崩壊が発生しました。この
崩壊は、長さ500m、幅100mに
達するもので、林道及び県道が
寸断されました。崩壊上部は、
30～35度で傾斜する岩盤上の風化層が崩落したものです。崩壊下部は旧地すべり地で、比較的傾斜が緩いので水田として
利用されていましたが、この地すべりの一部が移動し、崩壊土砂は下流の砂防えん堤まで到達しています。
斜面の対策工事は、林道・県道の復旧を含めて実施されています。崩壊上部は、不安定な部分を取り去ってのり枠で保護
するとともに、よう壁等で崩壊土砂を安定化させています。また、崩壊下部は、崩壊土砂を整地するとともに、水路を整備
して湧水や雨水を安全に流すような対策になっています。  

⑨ 風口の崩壊
たね す ばら

たね す ばら

たね す ばら

地震に伴い芋川左岸では地すべり（移動土塊104万m3）が発生し、右岸では表層崩壊
が発生しました。この結果、県道が被災するとともに、芋川は延長260mにわたってせき
止められました。ここでも東竹沢地区
と同様に、せき止めた土塊の決壊によ
り土砂が大量の水とともに下流部へ一
気に押し寄せる危険があったため、緊
急対策として水路を設置してせき止め
箇所の上流部の水位の低下に努めまし
た。本格的な対策としては、3基の砂防
えん堤の整備とのり枠による斜面の安
定対策工を施しました。また、被災し
た県道は対岸に付け替えられました。

里里里里里里里  山山山山山山  点点点点点点点点  描描描描描描描描

社団法人  土木学会  地盤工学委員会  斜面工学研究小委員会

　平成16年10月23日、夕刻に発生した新潟県中越地震では、尊い人命とともに甚大な被害が発生しました。特
徴的なことは、わが国有数の地すべり地帯で発生した直下型地震であったため、多くの土砂災害が発生したことで
す。被災直後から関係機関をはじめ多くの人々によって精力的に復興への取り組みがなされました。災害の爪痕が
修復され、時間の経過とともに災害の状況は人々の記憶から薄れていこうとしています。
　この資料は、現地で実際に被災箇所を確認することによって、中越地震の記憶を風化させないこと、そして我々
が生活する国土は脆弱な地盤上にあることの理解を深めることを願って作成したものです。学習の対象は地震で発
生した土砂災害のうち、比較的規模の大きな地すべりや崩壊箇所としました。 

ゆ　ぶ ゆ　ぶ ゆ　ぶ

かざ ぐち

かざぐち

かざぐち

北側上空から見た崩壊状況（新潟県提供）

安定対策の施された斜面と復旧した道路
（新潟県提供）

対策工の平面図と断面図
不安定な斜面をアンカーで固定し、崩壊した岩塊を除去（新潟県提供） 

平滑なすべり面（崩壊跡）と側方に残った岩盤 

斜面の上方から崩壊した岩塊の堆積状況と復旧された道路を望む   

すべり面になった凝灰質砂岩の薄い地層 

上空から見た油夫川沿いの地すべり
（新潟県提供）

積雪に見舞われた油夫川の被災地 油夫川流路と周辺斜面の復旧状況 

崩壊箇所の左末端が羽黒トンネル（林野庁提供） 

崩壊土砂による被災家屋（新潟県提供）

なだれ防止柵の被害、崩落したものも多い復旧された竹沢斜面（正面奥）と手前は復旧された
油夫川の流路（山古志小中学校付近から撮影） 

左の崖（滑落崖）は中央の地すべり土塊が右へ移動した
ために形成されたもの 

地すべりの発生で形成された崖（滑落崖）と傾いた水田
や樹木 

オオバキスミレ 

カタクリ 

末端の渓流が埋めつくされた地すべりの状況 

復旧された斜面を側方から望む 

地すべりで傾動、倒壊した住宅（対岸から撮影）

上流側からの地すべりによる被害状況 

手前の土塊が移動して離れたため、急な崖（滑落崖）が出現 

地点 地点

家屋が撤去され復旧された地すべり斜面
（左：対岸から、右：上流から撮影） 

排水ボーリ
ング

井戸

横ボーリング工
排水ボーリ

ング

井戸

横ボーリング工
排水ボーリ

ング

井戸

横ボーリング工

押え盛土

排土

受圧板

アンカー体

杭

よう壁 のり枠

砂防えん堤

地下水の排除

地すべり頭部の排土と押え盛土

杭やアンカーの設置

上流側からの地すべり発生状況（アジア航測（株）提供）

下流側に設けられた砂防えん堤 

林道

県道

地すべりが芋川をせき止めて上流に湖
が出来はじめた状態（国土交通省提供） 

砂防えん堤と背後は排土して整形され
た地すべり斜面 

林道上部から風化層が崩落、下部は地すべりの一部が移動
したもので、矢印は土砂の移動状況を示す（林野庁提供） 

復旧された県道・林道と風口の斜面
（寺野地区北方の道路から撮影） 

旧山古志村役場を望む棚田の景観

塩谷集落付近の積雪景観 

国道の中山トンネルと
手掘りのトンネルが
仲良く並ぶ 

地図に示された多数のため池は錦鯉の生産の場 

闘牛の姿をした岩　地点 b 

種苧原集落の盗人の墓　地点 c 

復旧された地すべり斜面と残され
たせき止め湖 

手掘りの中山トンネル
地点 a 

土砂災害学習マップ
新潟県中越地震

．．．この現場は妙見（白岩）で発生した岩盤崩壊のすぐ近くにあります。写真か

らわかるように、まるでスキー場のような平滑なすべり面が形成されており

（傾斜は約22° ）、その上に厚さ約3mの砂岩層からなる岩塊が載っていたことが

わかります。この岩塊が地震動によって揺さぶられて，すべり面に沿って下方

に崩れ落ちたものです。近くで見るとすべり面付近には厚さ数ミリの凝灰質の

砂岩が観察されます。凝灰質の砂岩とは、砂の堆積時に火山灰が砂と混じり合っ

てできたもので、この砂岩の強さが崩壊メカニズムを解明する鍵になると考え

られます。また、この斜面も妙見（白岩）と同様に、地層が流れ盤になっており、

地すべりが発生しやすい地形といえるでしょう。隣接する斜面においても同じ

ような岩盤すべりが発生して

いました。これら2つの斜面

の先には道路や鉄道が通って

いますが、幸いにも大きな被

害はでませんでした。

自動車で通行中の母子3人が土砂にまき込まれ、奇跡的に男の子が助か

った現場です。斜面は砂岩層主体の地層が分布しています。地層は緩く川

側に傾いているため、斜面はすべりやすい構造（流れ盤といいます）にな

っています。この地層が地震によって崩壊し、道路は崩れた岩塊とともに

河川に押し出されました。また、側面のJR上越線のトンネル入口の一部

も崩壊した岩塊によって埋められてしまいました。

復旧工事では、トンネル案、

橋梁案などと比較の上で現在の

対策（アンカー：用語の説明参

照）が採用されました。この斜

面の地下には戦前の磨き砂の坑

道跡があり、ここが弱面になる

可能性がありますので復旧工事

では坑道跡の充填工事が行われ

ました。  

道路の残骸は、復旧工事後も

メモリアルとして残そうという

意見もあり、まだ放置されたま

まの状況です。今後の経緯を見

守っていきたいものです。 

① 妙見（白岩）の岩盤崩壊

② 横渡の岩盤すべり

① 妙見（白岩）の岩盤崩壊

② 横渡の岩盤すべり

油夫集落は緩斜面上に位置し、谷筋には棚田が発達するという地すべり地特有の景観を呈しています。地震では、集落が

位置する旧地すべりの再滑動が発生しました。そして地すべり土塊や崩壊土砂によって、油夫川が延長約1kmにわたって閉

塞されてしまいました。集落の家屋の半数が大破・倒壊し、地すべり頭部の亀裂は尾根筋に位置する山古志中学校の校舎部

分やグラウンドに達し、鉄筋コンクリート3階建ての山古志中学校は校舎全体に被害が及び、建て直すこととなりました。

また、油夫川周辺の斜面に発達する棚田には、崩壊、亀裂の発生などによる損傷が広い区域にわたり発生しました。

対策工は、斜面の安定対策としてアンカー工とのり枠工、地すべり対策として集水井戸などの排水工、沢には砂防えん堤

や押え盛土が施工されました。特筆すべきことは、周辺において発生した崩壊土砂、復旧工事による建設発生土砂を押え盛

土として活用したことです。 

③ 小栗山の地すべり 

④ 神沢川（大日山）の大規模な地すべり 

⑤ 油夫の土砂災害 

⑥ 竹沢（羽黒トンネル横）の大規模な崩壊 

③ 小栗山の地すべり 

④ 神沢川（大日山）の大規模な地すべり 
地すべり地に行くには、県道を利用して塩谷の集落まで入りま

す。ここから北東へ徒歩でもすぐの距離で地すべり地を見渡せる地

点に達します。地すべりは芋川支流の神沢川の更に右岸支流で発生

したもので、長さ650m、幅450m、移動土塊は約750万m3という今

回の地震による地すべりの中で最大規模のものです。地すべり地

は、大日山（標高390m）を含む湾曲した稜線で囲まれた勾配15度

程度の緩い傾斜地で、養鯉池や水田として利用されていました。地

すべりにより落差50m以上の明瞭な滑落崖が形成され、頭部には陥

没帯、中部には亀裂や表層崩壊、末端部には隆起が生じました。地

すべりは概ね南東方向に移動し、上部では最大100m、中間部から末

端部では40mから60mも移動したと推定されています。ボーリング

調査の結果、深さ60mから80mのところにすべり面が確認されまし

た。しかし、幸いに下流域に土砂は流出せず、大きな直接の災害は

ありませんでした。

対策工としては、上部ブロックに対しては排土、地すべり末端部

に対しては押え盛土、その他に排水工、水路工等が施工され、地す

べりの再移動を防止しようとしています。  

地すべり地は、小千谷市街地から山古

志地区に向かう国道291号からは直接見

えません。小千谷闘牛場を目指して国道

から北に入り、闘牛場を過ぎてさらに林

道沿いに北に向かった谷奥に進んでくだ

さい。地震時に発生した地すべりは古い

地すべり末端付近の一部が再活動した

もので、流出した土砂の一部は沢を駆

け下り土石流化しましたが、沢下流付

近の砂防えん堤で止まり、下流の幹線

道路や集落には被害が及びませんでし

た。砂防えん堤の効果は大きく、地震

時の土砂災害を軽減してくれました。

小栗山の地すべりには、オオバキスミレ・ニリンソウ・タヌキラン・

クサソテツなどの湿性植物やカタクリ・キバナイカリソウなどの希少植

物が生育し、早春から秋にかけて美しい里山景観を見せていました。

対策工としては、地すべり頭部の排土（用語の説明参照）をした上

で侵食防止を目的としたのり面保護工（のり枠：用語の説明参照）が

施工され、地すべり末端部では、押え盛土工（用語の説明参照）と流

路工が施工されました。また、沢の中流付近には砂防えん堤が施工さ

れています。これらの地すべり対策工と復興された棚田・養魚池の美

しい草花を含んだ景観との調和が今後の課題といえます。 

⑤ 油夫の土砂災害 

⑥ 竹沢（羽黒トンネル横）の大規模な崩壊 
旧山古志村役場のあった竹沢地区では各所で斜面崩壊が発生しました

が、竹沢地区と芋川流域の集落をつなぐ羽黒トンネル入口に隣接する斜面

でも、長さ200ｍ、幅80ｍの大規模な崩壊が発生しました。この崩壊は、

風化をうけた泥岩が地震動により崩落したもので、県道が厚さ5ｍにわたっ

て埋没したほか、家屋3棟が全壊しました。崩壊地の周辺は一連の急斜面と

なっていますが、旧役場よりの斜面にも崩壊が見られ、古い崩壊地形の一

部が再崩壊したことがわかります。

竹沢地区は、平年でも3m近くの積雪がある豪雪地帯であり、なだれの危

険性のある斜面が多く見られます。崩壊が発生した斜面においても、なだ

れを防止するために防止柵が多数設置されていましたが、半数近くが崩落

するなどの被害を受けました。崩壊上部の対策工事は、侵食に弱い砂層が

あり難航しましたが、斜面を緩く整形してのり枠により保護しました。ま

た、斜面からのなだれを

防ぐために、防止柵も施

工されました。崩壊下部

は、崩壊土砂をよう壁

（用語の説明参照）等に

より安定させて緑化が行

われています。

よう り いけ
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被害の概要と地形・地質

用語の説明

 新潟県中越地震は2004年（平成16年）10月23日に発生し、川口町では震度7を記録しました。本震後も震度6以上の余震

が続き、長岡市・小千谷市・魚沼市・川口町・十日町市・栃尾市など広い地域に被害をもたらしました。中でも旧山古志村

（長岡市）一帯は錦鯉の里として知られ棚田の美しい里山でしたが、斜面の崩壊や地すべりが多発し、集落が孤立するなどの

大きな被害を受けました。いくつかの地すべりは河川をせき止めたため、上流の地域は貯水池のようになり、家屋が水没する

などの被害がでました。 

学習マップの地域は標高300～700mの東山丘陵であり、芋川をはじめとする中小の河川に侵食されています。河川沿いは

急斜面の谷ですが山頂部はなだらかな地形をなし、斜面には大小の地すべり地形が分布します。地質は新第三紀と呼ばれる

比較的新しい時代にできた泥岩や砂岩を主体にし、褶曲構造が発達しています。泥岩や砂岩の地層は褶曲によって傾斜しており、

地層が谷の方向に傾いている斜面では多くの地すべりが発生しています。図の中央北部、風口峠から北北東に延びる600～

700mの山地には、火山岩である硬質の安山岩類が分布します。 

＜被害の概要＞（平成17年度防災白書から引用） 
人的な被害：死者46名、負傷者4,801名
家屋の被害：全壊2,827棟、半壊12,746棟
土砂災害：土石流4件、地すべり131件、崩壊90件
その他、道路、鉄道、河川、上下水道、ガス、電気、電話、
農地、林地などが被災

＜本震の概要＞
地震発生時刻：2004年10月23日17時56分
震央：北緯37.3°、東経138.8°
震源の深さ：13km
マグニチュード：6.8
最大震度：7 

斜面の崩壊対策

よう壁  斜面や盛土の崩れを防ぐ目的で設置されます。コンク
リート製が主体ですが、鋼製の枠に砕石を詰めたり井桁形式の

ものがあります。

のり枠  斜面の表面で発生する小規模な崩壊や降雨による侵食
を防ぐ目的で設置されます。

渓流の土石流対策

砂防えん堤  豪雨時に渓流から流れ出る土砂を少なくして下流の被害を防ぐ目的で設置されま
す。コンクリート製、鋼製などいろいろな形式があります。

地すべり対策 

地下水の排除  雨水や融雪水が浸透して地下水位が上昇すると、移動層に大きな水圧が作
用して地すべりが起こりやすくなります。そこで集水井戸や横向きのボーリング孔で地下

水を抜いて移動層に作用する有害な水圧を下げて地すべりを止める工法です。

地すべりの頭部排土と押え盛土  地すべり頭部の土塊を取り除いて土塊が動こうとする
力を小さくすること（排土）や、地すべりの末端に土砂を盛って押え込むこと（押え盛土）

で地すべりを止める工法です。

杭やアンカーの設置  杭を用いた対策は、地すべり斜面に鋼管や鉄筋コンクリートの杭
をすべり面より深い岩盤まで埋設して地すべりを止める工法です。アンカーによる対策

は、地表で圧力を受けるコンクリート製の板または枠とすべり面より深い岩盤をワイヤー

で結びつけて地すべりを止める工法です。  

明瞭な地すべり地形を示す斜面の末端部分が地震で崩壊したもので

す。地すべりの末端といっても崩壊幅は70m、斜面長130mの規模で、

崩壊土砂は民家を押しつぶして尊い2名の人命を奪い、県道を埋没さ

せ、一部は末端の太田川に達しました。崩壊部分の上部斜面には多くの

クラックが発生し、地すべり変動が認められました。被災地の地質は風

化した泥岩で、ナイフで削ることの出来る程度の軟質な岩石です。

対策は降雨時の地下水位の上昇が著しいことから、地下水の排除を目

的にした集水井戸や多数の横ボーリング孔が設けられました。また、末

端の崩壊部分については、被災家屋を除いて鋼管杭の埋設による斜面の

安定化を図った上で、斜面を整形しています。

一ツ峰地すべり　地点
山間部の水田を含む斜面が大規模な地す

べり移動をしたのですが、道路が破壊され

対策が困難な状況です。このため地すべり

によって生じた滑落崖、水田の傾動、樹木

の倒伏や傾き、斜面の陥没やクラック、末

端部での岩盤崩壊や圧縮現象などを観察す

ることが出来ます。ただし、地すべり地内部は崩壊箇所が多く、危険ですので十分な身支度と専門家の同行が望まれます。

大規模な砂防えん堤　地点　、地点
地すべりや崩壊土砂が豪雨時に流出することに

よる被害を防ぐ目的で、いろいろな形式の多くの

砂防えん堤が作られました。

造成住宅地の被害
高町団地・鶴が丘団地など長岡市周辺の丘陵を造成した住宅地では、のり面が崩壊したり

地盤が著しく変形する現象が数多くありました。これらは谷を埋め立てて造成された盛土地

盤で発生したもので、道路や住宅に大きな被害がでました。 

芋川下流の遊砂池　地点
芋川の流域では多くの土砂災害が発生したため、豪雨時には大量の土

砂が流出すると予測されるため、下流の竜光集落の上流に土砂を堆積さ

せるための遊砂池が設けられました。

⑩ 濁沢の地すべり⑩ 濁沢の地すべり

番外編：その他の災害と対策番外編：その他の災害と対策
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棚田　谷あいの斜面に展開する棚田は旧山古志村の特徴であり、「日本の美しき棚田の原
風景」として注目されています。棚田は地震による地すべりや用水施設の破損によって大
きな被害を受けましたが、人々の努力によって多くが作付けできるようになりました。棚
田は四季によって景観を異にします。春は、耕起・代掻き・湛水によって、農村がにわか
に活気付きます。田植え後の稲の生長は生命力を感じ里山が緑に染まります。秋の刈り取
りは視野が開けることから開放感を覚え、雪の冬化粧は静寂で神秘的な印象を与えます。

手掘りの中山トンネル　旧山古志村は周囲が山によって囲まれてい
ます。人々の生活は、中山峠を越えた旧広神村・旧小出町などへの行き来
が多く、急病人が出た時にも峠越えを強いられました。冬には数mも積雪が
あるため足をとられたり吹雪で方向を見失うなど犠牲者もでました。人々
はこの逆境に立ち向かい、昭和8～24年までツルハシを用いて日本一長い
手堀のトンネル（当初922m、坑口の崩落で877m）を掘りました。これに
よって生活はかなり改善されました。その後、車社会に対応した新しい中
山トンネルが真横に開通しました。手掘りのトンネルはその役目を終えた
とはいえ、難工事に挑んだ人々の偉業を称え大切に保存されています。

錦鯉発祥の地　錦鯉の出現は19世紀の前半、江戸時代の文化・文政の頃であり、食用と
して飼われていた鯉が突然変異し、人々がさらに美しい容姿を求めて改良を重ねました。錦
鯉は山里の大きな産業となり、生活を支えてきましたが、地震によって養鯉池は壊滅的な被
害を受けました。今日では養鯉池の復旧が進み、錦鯉の品評会が開催されるなどして以前の
活気が戻ってきました。

牛の角突き　牛の巨体がぶつかり合う“牛の角突き”は力強く迫力満点で、古くか
ら神事の伝統行事として行われてきました。闘牛行事・牛の角突きは、国の重要無形民
族文化財に指定されています。小千谷闘牛場の近くに闘牛の容姿をした岩があります。
被災前は注目されませんでしたが地震で亀裂が入ったため,頭部に見せかけた部分に面綱
を巻き、シンボリックに闘牛を演出しています。

盗人の墓　旧山古志村に“地すべりと盗人を結び付けた伝説”があります。その昔、近く
の蓬平の集落で盗みをした者が妻子と一緒に種苧原の集落に逃げてきて、ある家でかくまっ
てもらいました。しかし、追いかけてきた役人に突き出されてしまい、鍋を被せて生き埋め
にされてしまいます。その際、鍋を被せると生まれ替わることができないという言い伝えが
あったため、鍋を被せないでくれと頼みましたが聞き入れられませんでした。盗人は殺され
るとき、この村を祟ってやるといったそうです。これが逸話として、地すべり伝説に結び付
いています。

豪雪地帯　2006年は“平成18年豪雪”といわれ記録的な降雪量になり、最大積雪量は、 竹
沢（旧山古志村役場）で310cm、 種苧原で390cmを記録しました。積雪は直接間接に多くの
被害を及ぼし、積雪期の雪崩や融雪期の斜面崩壊・地すべりが発生します。また雪が降り続く
時には、屋根の雪下ろし回数の頻度が多くなり苦難を強いられます。

東竹沢地区では、芋川の左岸斜面が長さ350m、
幅295mにわたって地すべりを起こし、その移動土
塊は約130万m3という大きな規模のものでした。
地すべり地の地質は砂質の泥岩や細粒の砂岩から
構成されており、地層の傾斜は川側へ緩く傾斜し
た流れ盤になっています。地すべりは旧地すべり
移動層の一部が分離して約70m移動したものと考
えられ、頭部では高さ25m、傾斜約25度の滑落崖が形成され、末端では芋川を横断し、対岸の国道291号線付近まで地すべ
り土塊がのぼりあがりました。
これによって、芋川は延長320mにわたってせき止められました。地すべり土塊でふさがれた川は水かさを増し、上流の

集落が水没する深刻な被害が生じた一方、せき止めた土塊の決壊により土砂が大量の水とともに下流部へ一気に押し寄せる
危険が高まりました。そこで、緊急の対応として、地震後およそ2ヶ月間、24時間態勢で多数の排水ポンプを稼働させたほ
か、仮設の排水路などで水位を下げ、2005年4月から本格的な復旧工事に入りました。ここでの対策は、2基の砂防えん堤
を設け、崩れた斜面の整形とのり面保護などを実施しています。 

⑦ 東竹沢の河道閉塞 

⑧ 寺野の河道閉塞 

⑨ 風口の崩壊

⑦ 東竹沢の河道閉塞 

⑧ 寺野の河道閉塞 

芋川上流の種苧原周辺でも斜
面崩壊が多発しましたが、風口
峠付近に規模の大きな地すべり
性の崩壊が発生しました。この
崩壊は、長さ500m、幅100mに
達するもので、林道及び県道が
寸断されました。崩壊上部は、
30～35度で傾斜する岩盤上の風化層が崩落したものです。崩壊下部は旧地すべり地で、比較的傾斜が緩いので水田として
利用されていましたが、この地すべりの一部が移動し、崩壊土砂は下流の砂防えん堤まで到達しています。
斜面の対策工事は、林道・県道の復旧を含めて実施されています。崩壊上部は、不安定な部分を取り去ってのり枠で保護

するとともに、よう壁等で崩壊土砂を安定化させています。また、崩壊下部は、崩壊土砂を整地するとともに、水路を整備
して湧水や雨水を安全に流すような対策になっています。  

⑨ 風口の崩壊
たね す ばら

たね す ばら

たね す ばら

地震に伴い芋川左岸では地すべり（移動土塊104万m3）が発生し、右岸では表層崩壊
が発生しました。この結果、県道が被災するとともに、芋川は延長260mにわたってせき
止められました。ここでも東竹沢地区
と同様に、せき止めた土塊の決壊によ
り土砂が大量の水とともに下流部へ一
気に押し寄せる危険があったため、緊
急対策として水路を設置してせき止め
箇所の上流部の水位の低下に努めまし
た。本格的な対策としては、3基の砂防
えん堤の整備とのり枠による斜面の安
定対策工を施しました。また、被災し
た県道は対岸に付け替えられました。

里里里里里里里  山山山山山山  点点点点点点点点  描描描描描描描描

社団法人  土木学会  地盤工学委員会  斜面工学研究小委員会

　平成16年10月23日、夕刻に発生した新潟県中越地震では、尊い人命とともに甚大な被害が発生しました。特
徴的なことは、わが国有数の地すべり地帯で発生した直下型地震であったため、多くの土砂災害が発生したことで
す。被災直後から関係機関をはじめ多くの人々によって精力的に復興への取り組みがなされました。災害の爪痕が
修復され、時間の経過とともに災害の状況は人々の記憶から薄れていこうとしています。
　この資料は、現地で実際に被災箇所を確認することによって、中越地震の記憶を風化させないこと、そして我々
が生活する国土は脆弱な地盤上にあることの理解を深めることを願って作成したものです。学習の対象は地震で発
生した土砂災害のうち、比較的規模の大きな地すべりや崩壊箇所としました。 

ゆ　ぶ ゆ　ぶ ゆ　ぶ

かざ ぐち

かざぐち

かざぐち

北側上空から見た崩壊状況（新潟県提供）

安定対策の施された斜面と復旧した道路
（新潟県提供）

対策工の平面図と断面図
不安定な斜面をアンカーで固定し、崩壊した岩塊を除去（新潟県提供） 

平滑なすべり面（崩壊跡）と側方に残った岩盤 

斜面の上方から崩壊した岩塊の堆積状況と復旧された道路を望む   

すべり面になった凝灰質砂岩の薄い地層 

上空から見た油夫川沿いの地すべり
（新潟県提供）

積雪に見舞われた油夫川の被災地 油夫川流路と周辺斜面の復旧状況 

崩壊箇所の左末端が羽黒トンネル（林野庁提供） 

崩壊土砂による被災家屋（新潟県提供）

なだれ防止柵の被害、崩落したものも多い復旧された竹沢斜面（正面奥）と手前は復旧された
油夫川の流路（山古志小中学校付近から撮影） 

左の崖（滑落崖）は中央の地すべり土塊が右へ移動した
ために形成されたもの 

地すべりの発生で形成された崖（滑落崖）と傾いた水田
や樹木 

オオバキスミレ 

カタクリ 

末端の渓流が埋めつくされた地すべりの状況 

復旧された斜面を側方から望む 

地すべりで傾動、倒壊した住宅（対岸から撮影）

上流側からの地すべりによる被害状況 

手前の土塊が移動して離れたため、急な崖（滑落崖）が出現 

地点 地点

家屋が撤去され復旧された地すべり斜面
（左：対岸から、右：上流から撮影） 

排水ボーリ
ング

井戸

横ボーリング工
排水ボーリ

ング

井戸

横ボーリング工
排水ボーリ

ング

井戸

横ボーリング工

押え盛土

排土

受圧板

アンカー体

杭

よう壁 のり枠

砂防えん堤

地下水の排除

地すべり頭部の排土と押え盛土

杭やアンカーの設置

上流側からの地すべり発生状況（アジア航測（株）提供）

下流側に設けられた砂防えん堤 

林道

県道

地すべりが芋川をせき止めて上流に湖
が出来はじめた状態（国土交通省提供） 

砂防えん堤と背後は排土して整形され
た地すべり斜面 

林道上部から風化層が崩落、下部は地すべりの一部が移動
したもので、矢印は土砂の移動状況を示す（林野庁提供） 

復旧された県道・林道と風口の斜面
（寺野地区北方の道路から撮影） 

旧山古志村役場を望む棚田の景観

塩谷集落付近の積雪景観 

国道の中山トンネルと
手掘りのトンネルが
仲良く並ぶ 

地図に示された多数のため池は錦鯉の生産の場 

闘牛の姿をした岩　地点 b 

種苧原集落の盗人の墓　地点 c 

復旧された地すべり斜面と残され
たせき止め湖 

手掘りの中山トンネル
地点 a 

土砂災害学習マップ
新潟県中越地震

(b) 地すべり全景 H17.5.13 
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写真2-10 南平地区の表層崩壊 2) 

写真2-7 塩谷地区大日山の地すべり 

 R1.11.25撮影 
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写真2-4 濁沢地区の地すべり全景 

（H16.11.28対岸からの撮影） 

 

 

写真2-5 濁沢地区の地すべり 

（H16.11.28中腹部状況） 

写真2-6 濁沢地区の地すべり 

（H16.11.28 末端状況） 

写真2-9 上越新幹線妙見トンネル坑口の表層崩壊 

(H16.11.26） 
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写真2-11 旧堀内町竜光の表層崩壊 

（崩壊地上端から崩土末端前の距離／比高=0.47であ

り流動性が高い崩壊,R11.25撮影） 

写真2-12 竹沢地区羽黒トンネル坑口の深層崩壊 

H16.11.26撮影 

写真2-13 妙見地区の岩塊崩壊 

（a）岩塊崩壊全景２） （b）トンネル坑口側状況（H16.11.26撮影） 
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３ 中越地震災害 15 年目の調査結果 

 

 平成 16年 10月 23日新潟県中越地方を震源とする

地震（M6。8）が発生した。この地震災害は、直前ま

でに豪雨が記録されており豪雨と地震の複合的な土

砂災害であるとともに、地すべり多発地帯の豪雪地

域で発生した災害でもあった。土木学会地盤工学委

員会斜面小委員会では、災害直後に現地調査を実施

したのを皮切りに、3年間に渡って災害後の状況をモ

ニタリングしてきた 1)。ここでは地震後 15年目の調

査結果を踏まえ、対策工効果・景観植生回復・災害伝

承・復旧復興・災害廃棄物の観点のうち「対策工効果」

について報告する。 

 図 3.1-1 に今回実施した主要な調査地点を示す。

いずれも 15年前に調査を行った箇所であり、当時災

害の経験を貴重な教訓とするために作成した土砂災

害学習マップ 2)で紹介している箇所を中心に、平成

30 年（2018 年）10 月と令和元年（2019 年）11 月の

２回調査を行なった。  

 

３．１ 対策工の効果 

３．１．1 対策工の効果  

(1) 妙高（白岩）の岩盤崩壊復旧対策工 

信濃川の右岸山沿いを通る県道の斜面が崩落した

(写真 3.1-1)。砂岩層主体の流れ盤による大崩壊であ

った。復旧対策工としては、不安定土砂除去後に斜面

上部の 2 次すべり防止としてアンカー工が採用され

た(写真 3.1-2)。JR 上越線南側坑口の斜面保護工は

法枠が施工されたが、ここでは、アンカー受圧板に鋼

製フレームを採用し、施工性と工期短縮、特に緑化を

意識した採用と思われる(写真 3.1-3)。遠目からは植

生で目立たず、当地の災害を知らない人にとっては、

自然斜面そのままと感じられるであろう。 

斜面緑化が成功し、調査時はススキ草原であった

が、あと数年すると周辺の自然林が優占する状態 3)

となると推定される。斜面の復旧状況は災害後を感

じさせないものとなっており、復旧対策工として有

効に機能している。 

 

図 3.1-1 主要な調査箇所 

写真 3.1-2 斜面対策工施工時（新潟県提供） 

写真 3.1-3 災害から 15年後の斜面復旧状況 

写真 3.1-1 被災時の斜面崩壊(新潟県提供) 
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(2) 南平樽木地区地すべり復旧対策工 

南平樽木地区の大規模な斜面崩壊では、牛舎が被

害を受け前代未聞のヘリコプターによる牛の救出劇

があった(写真 3.1-4)。被災斜面は、手で引っ掻いた

ような跡のように 4～5本の沢筋が残り、そこに明暗

渠排水工を設置して、地表・地下水の排除より斜面崩

壊の抑制、安定化を図った(写真 3.1-5)。段丘斜面上

部の平地にはため池などが存在することから、水み

ち(パイプ)が崩壊上部斜面に多く存在していた可能

性がある。斜面上の排水工は降雨や融雪水等に浸食

されずに、復旧時と同じ状態で、排水機能を維持して

いる.一方、民家が近接する崩壊上部の滑落崖付近の

急傾斜部の法枠工(+地山補強工 鉄筋挿入)は、植生

で目立たないが民家を斜面崩壊の危険から守ってい

る(写真 3.1-6).。 
 

(3) 長岡高町住宅団地盛土斜面の復旧対策工 

 片切片盛境(と思われる)に立地していた民家が傾

斜損壊した(写真 3.1-7)。復旧工は崩壊盛土側を補強

土により復旧した。補強土は壁面に鋼製枠と植生マ

ットを配置し、植生に配慮した.補強材は耐久性の高

いジオテキスタイルを使用した形式と思われる。民

家は復旧斜面から離れて再建されており、災害の教

訓を生かしている。補強土は樹木と馴染み、崩壊斜面

上に安定的な盛土を形成している。  

 

(4)損傷・変状した斜面対策工事例 

①損傷・変形した井桁擁壁 

 井桁擁壁は一般的に地すべり地の比較的軟弱な箇

所や、排水機能を求める箇所で使用されており、長方

写真 3.1-4 被災時の斜面崩壊(新潟県) 

写真 3.1-5 復旧対策施工時(新潟県) 

) 

写真 3.1-6 15年後の斜面復旧状況 

写真 3.1-8 15年後の斜面復旧状況 写真 3.1-7 民家被災状況 
(長岡技術大学提供) 
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形のブロックを井桁状に組み立て、栗石などを中詰

め材として用いる重力式擁壁である。写真 3.1-9 は

中越地震によって中央部に十字状に亀裂が生じた井

桁擁壁であり、写真 3.1-10 は、15年後の井桁擁壁で

あるが、損傷した井桁擁壁を撤去して新設されてい

た。写真 3.1-11 は大きく孕んだ井桁擁壁であるが、

15年後調査では場所を確認することができなかった

ため、どのような対策が施されたのか確認できてい

ない。 

いずれの井桁擁壁は、損傷・変状が大きいものの擁

壁背後土砂を保持する擁壁機能を維持しており、構

造体が柔な構造であって中詰め材に栗石を用いこと

で、このような特性を有しているものと考える。 

 

②損傷した吹付け工 

 写真 3.1-12、写真 3.1-13 は、モルタル吹き付け工

の損傷状況である。吹き付けしたモルタルが基盤と

密着している箇所は、変状がなくその性能が発揮さ

れ浸食・土砂流出が抑制されている。ちなみに施工し

た箇所の上部付近で崩壊している。 

写真3.1-14は施工中の吹き付けのり枠が損傷した

状況を示している。斜面に金網型枠を配置し斜面上

部および斜面下部から吹き付け工を行っていた最中

に吹き付けされていない箇所で崩壊が発生し、さら

に基礎部分が崩壊した。15年後の状況（写真3.1-15）

では、地山補強土工と併用した吹付けのり枠が設置

され、枠内に植生が進入し、またのり枠自体が苔むし

ており、徐々に周辺環境に馴染んでいる状況である。 

この地区ではのり枠が施工されていた箇所では、

地震によって崩壊した箇所はほとんどなく、写真

写真 3.1-11 孕み出しの大きい井桁擁壁 
（塩谷地区 H16.11.28） 

写真 3.1-10 15 年後の井桁擁壁 
（南荷項地区 R1.11.24） 

写真 3.1-9 亀裂が生じた井桁擁壁 
（南荷項地区 H16.11.26） 

写真 3.1-12 吹き付け工の崩壊状況 1 
（ H17.5.13） 

写真 3.1-13 吹き付け工の崩壊状況 2 
（ H17.5.13） 
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3.1-16のように、対策工が施されていない自然斜面

が崩壊して吹付けのり枠上に崩壊土砂が堆積してい

る状況であった。 

このように吹付けのり枠工の対策工は有効である

ことが確認された。 

 

３．１．４ 対策工効果のまとめ 

 中越地震は、中山間部を土砂災害という形で大き

な被害を与えた。発生した土砂災害は、地すべり 131

箇所、がけ崩れ 115箇所、土石流等 21 箇所の合計 267

箇所に及んだ 4)。15 年目調査で訪れた被災地はこれ

らの極わずかであった。中越地域は毎年豪雪に見舞

われ、融雪水に伴う土砂のゆるみは斜面崩壊の大き

な誘因となるものであり、地震がなくても土砂災害

の危険に曝されている地域である。  

今回の調査において、斜面対策工を施すことによ

り、土砂流出・移動が抑制された結果、植生が回復し

以前の景観・環境に戻りつつあること、さらに道路・

鉄道等のインフラ施設が有機的に機能し安心して生

活できる環境ができていることを改めて確認するこ

とができた。 

さらに15年目調査を通じて得た復旧対策工の留意

点としては下記の点を挙げられる。 

① 地表水及び地下水排除が重要であること 

② 中山間部では崩壊跡地の適正な緑化による斜面

の安定化、景観保全を図ること 

③ 復旧対策工は長期的な視点に立って、耐久性に

優れる素材を有し、降雨、融雪水等からの浸食に

強い構造とすること 

④ 必ずしも維持管理に配慮しているとは言えず、

今後は点検・管理を考え、管理路の整備等、一層

の対策工の機能管理を図ること 
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３．２ 景観環境保全・植生回復について 

 
３．２．１ はじめに 

 2006 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震によ

り数多くの斜面崩壊が発生した。崩壊斜面に対する対

策工として吹付枠工が多用され、復旧直後は吹付枠工

が目立つ景観となり「法枠の村 1)」と称される状態と

なった。崩壊斜面対策後 15 年が経過したことより、

植生の推移、及び景観回復の現状を報告する。 
 

３．２．２ 景観環境保全・植生回復状況 

（１） 妙見(白岩)の岩盤崩壊箇所 

 崩壊後、法面対策後、及び 15 年後の植生状況の写

真を3.2-1～3.2.-5に示す。道路法面上部はアンカー工

及び植生基材吹付工、下部は植生基材吹付工により外

来牧草を用いて緑化被覆し法面対策工が実施されてい

る。鉄道法面は吹付枠工を実施し枠内はモルタル吹付

工である。 
 施工後 15 年が経過し、緩勾配な道路法面下部は外

来牧草が衰退しススキが侵入し自然回復が進んでいる。

上部法面は硬質で急勾配なため、ススキの侵入･定着が

遅れている。しかしながら、遠景としては周辺自然植

生の中に溶け込み景観回復が行われている。 
これに対し鉄道法面は吹付枠工の枠内をモルタル吹

付により処理したため吹付枠工の色がくすみ施工当時

に比較景観的ななじみは良くなっているものの枠工が

目立つ状態である。 
法面の一部にクズが侵入しており、放置するならば

クズにより覆われ植生遷移の進行が妨げられ、自然・

景観回復が妨げられることとなる。必要に応じて駆除

が必要となる。 
 
 
 
 
 

 

  
写真3.2-1 崩壊状況 平成16年10月     写真3.2-2 対策完了 

  
写真3.2-3 15年後 遠景      写真3.2-4 15年後 近景 
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写真3.2-5 15年後 クズが侵入 
 
 
（２） 横渡の岩盤すべり箇所 

 崩壊後、及び 15 年後の植生状況を写真 3.2-6～
3.2-11に示す。勾配の緩い岩盤崩壊であり比較的硬質

なため浸食防止工を行わず、自然侵入にまかせ植生回

復が行われている。 
15年が経過し、表層にコケ類が生育し、割れ目箇所、

風化土砂が堆積し、土壌化した部分にススキなどが定

着し、自然回復が進んでいる。遠景では、崩壊地はス

スキ草原となり周辺植生に馴染み景観回復がなされて

いる。 
クズの侵入が認められる所があり、クズの拡大によ

り植生推移を停滞させてしまう恐れが高く、植生・景

観回復を進めるためには駆除が必要となる。 

  
写真3.2-6 崩壊状況 平成16年10月 遠景    写真3.2-7 崩壊状況 平成16年10月 岩盤すべり状況 

  
写真3.2-8 15年後の状況     写真3.2-9 15年後の状況 すべり面への植生定着状況    
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写真3.2-10 15年後の状況 硬質箇所にはコケ類が定着 写真3.2-11 15年後の状況 クズの侵入が認められる 

 

（３） 上越新幹線トンネル抗口表層崩壊箇所 

 法面対策後、及び 15 年後の植生状況を写真 3.2-12
～3.2-16に示す。比較的硬質で急勾配な箇所は吹付枠

工で対策し、枠内、及び緩勾配箇所は植生基材吹付工

により緑化を行っている。 
15 年が経過し右斜面は比較的緩勾配なために全面

緑化がなされ、吹付枠工も隠蔽されている。左斜面急

勾配箇所は吹付枠工が視認されるが木本類の侵入・定

着が進み今後、隠蔽が進むものと考えられる。遠景と

しては、若干吹付枠工が認められるものの緑化・被覆

が進み、周辺景観となじみ景観回復が行われている。

 
写真3.2-12 対策工 左側斜面     写真3.2-13 対策工 右側斜面 

 
写真3.2-14 15年後の状況 右側斜面     写真3.2-15 15年後の状況 左側斜面 
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写真3.2-16 15年後の状況 木本類が侵入定着している 

 

 

（４） 神沢川(大日山)の大規模地すべり 

崩壊後、法面対策後、及び 15 年後の植生状況を写真

3.2-17～3.2.19 に示す。斜面は無処理であり自然侵入

の定着による植生･景観回復が行われている。 
 15年が経過し、ススキが侵入・定着している。周辺

植生がスギであり、面積が大きく秋になりススキが穂

を出だしているため景観的には違和感が生じているが、

夏には緑となり景観としては馴染む状態になっている

ものと判断できる。

 
写真3.2-17 崩壊状況 平成16年10月 

      写真3.2-18 排土後        写真3.2-19 15年後の状況 
 
 
（５） 油尾の土砂災害箇所 

 崩壊後、法面対策後、及び15年後の植生状況を写

真3.2-20～3.2-22に示す。崩壊箇所は吹付枠工で対策

がなされた。 
15年が経過しススキなどの植生侵入が進み、景観回

復がなされている。 

 
 
 



 14 

合わせて、油尾地区の遠景画像を3.2.-23に示す。

山腹斜面の多くが表層崩壊の傷を残す状態であったが、

崩壊箇所にはススキが侵入し、ススキ草原が成立し自

然回復が進み、景観的には違和感のない状態となって

いる。 

  
写真3.2-20 崩壊状況 平成16年10月 遠景     写真3.2-21 対策工 

 
写真3.2-22 15年後の状況     写真3.2-23 15年後の状況 被災地全景 

 
 
（６） 竹沢(羽黒トンネル横)の大規模崩壊箇所 

 崩壊後、法面対策後、及び15年後の植生状況を写

真3.2-24～3.2-27に示す。吹付枠工、枠内厚層吹付工

により対策がなされた。 

15年が経過しススキならびに木本類が侵入・定着し

自然回復が進んでいる。周辺景観の中に埋没し景観的

にも違和感のない状態となっている。

 
写真3.2-24 崩壊状況 平成16年10月 遠景    写真3.2-25 対策工 
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写真3.2-26 15年後の状況 遠景     写真3.2-27 15年後の状況 近景 

 
 
（７） 南平表層崩壊箇所 

 崩壊後、法面対策後、及び15年後の植生状況を写

真3.2-28～3.2-31に示す。法肩に近い上部を吹付枠工、

枠内、及び中・下部斜面は植生基材吹付工により緑化

を行った。 
15年が経過し、ススキが侵入・定着し、吹付枠工が

隠蔽され、景観的に問題のない状態となっている。 

  
写真3.2-28 崩壊状況 平成16年10月 遠景             写真3.2-29 対策工 

  
写真3.2-30 15年後の状況遠景          写真3.2-31 15年後の状況 近景 

 
 
（８） 東竹沢の深層崩壊箇所 

 法面対策後、及び15年後の植生状況を写真3.2-32
～写真3.2-34に示す。植生基材吹付工により緑化・被

覆し侵食防止が行われている。 

15年が経過し、ススキの侵入・定着により自然回復

が進んでいる。法面が整形されているため景観的には

なじみが低い状態となっている。景観回復を図る上で

は、大きな法面に対しては不整形に造成することが好
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ましい。 

  
写真3.2-32 対策工 

  
写真3.2-33 15年後の状況 遠景     写真3.2-34 15年後の状況 近景 

 
 
（９） 寺野の深層崩壊箇所 

 法面対策後、及び15年後の植生状況を写真3.2-35
～写真3.2-36示す。吹付枠工、および枠内植生基材吹

付工により斜面対策工が行われている。 
15年が経過しススキが侵入・定着し自然・景観回復

が行われている。

  
写真3.2-35 法面対策      写真3.2-36 15年後の状況 

 
 
（１０） 濁沢の地すべり箇所 

崩壊後、法面対策後、及び 15 年後の植生状況を写

真3.2-37～写真3.2-40に示す。整形後植生シート工で

緑化・被覆し侵食防止を行っている。 

15年が経過しススキが侵入・定着し自然・景観回復

が行われている。一部クズの侵入が認められる。スス

キ、クズにより被覆されているが、整形が幾何学的で

あることより周辺景観とのなじみは不良である。今後、
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中低木の侵入、生長が進むにつれ周辺景観とのなじみ が増して行くものと考えられる。

  
写真3.2-37 崩壊状況 平成16年10月 遠景           写真3.2-38 対策工 

  
写真3.2-39 15年後の状況 遠景      写真3.2-40 15年後の状況 近景 

 
 
（１１） 道路法面 

 道路法面に対しては侵食防止、景観対策として植生

基材吹付工による緑化対策が行われている。導入植生

は、生物多様性保全に配慮してヨモギ、ススキなどの

(外国産)在来植物のみを用いた箇所(写真 3.2-41～
3.2-42)と、外来牧草のみを用いた箇所(3.2-43～3.2-44)
がある。 

15年が経過し、何れもススキが定着し自然回復が進

んでいる。ヨモギを用いた箇所は、中国産のヨモギか

衰退せず残っており、結果として生物多様性保全とは

逆行するものとなった。 
自然公園等短期間で生物多様性保全の回復に配慮し

なければならない箇所を除き、自然侵入による自然回

復により生物多様性保全がなされる時間を許容できる

一般地の場合は、我が国に自生せず、地域に自生する

在来植物と交雑し、遺伝子レベル問題を発生させない

外良牧草を用い植生遷移により景観･自然回復を図る

ことが好ましいという結果となった。

  
写真3.2-41 15年後の状況 (外国産)在来植物播種箇所  写真3.2-42 15年後の状況 中国産ヨモギが生育 
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写真3.2-43 15年後の状況 外来牧草播種箇所    写真3.2-44 侵入定着したススキ草原になっている 

低木類の侵入・定着が認められる 
 

３．２．３ まとめ 

 岩盤崩壊箇所、岩盤すべり箇所、表層崩壊箇所、深

層崩壊箇所、地すべり箇所、道路法面の植生・景観回

復の現状について画像にて示した。15年が経過し、そ

の総てにススキが侵入・定着し自然植生に推移し自然

回復が行われていた。斜面対策実施直後の景観は「法

枠の村」と称せられるほど目立っていた吹付枠工であ

ったが、大型草本類のススキが侵入・定着したことに

より法枠工が掩蔽され周辺自然景観とのなじみの良い

状態へと推移していた。 
これまでの法面植生の推移に関する研究では、外来

牧草を用いて急速緑化を行った場合でも、施工後導入

植生の衰退につれ周辺植生の侵入・定着が始まり、概

ね 5～10 年程度でススキ草原となり、20 年程度で、

同時に侵入・定着した中低木が生長しススキに置き換

わって行くとされている 2)。当地は15年が経過してい

ることから、今後、植生は中低木林へと推移し、樹林

状の景観へと変化して行くものと考えられる。 
 ススキの根系緊縛力は大きく侵食防止と法面表層風

化土の安定を保っているものと考えられ、今後、中低

木木本類の伸長が期待できることから自然・景観回復

とともに表層の保護効果は高まって行くものと考えら

れる。 
今回の調査で斜面・法面の一部に被覆力の旺盛なク

ズの繁茂が認められた。クズの被覆により植生遷移が

阻害され偏向遷移とかってしまう可能性がある。クズ

は草本類、木本類を被圧し枯死させ、かつ冬期落葉す

るため斜面・法面保護効果は低く、急勾配箇所などで

は必要に応じてクズ切りなどの管理が必要となる。 
景観的には、崩壊地の多くは不整形であるため自然

景観に馴染みやすいが、大規模崩壊箇所の場合は直線

状に切土整形され、フラットな法面が出現するため周

辺自然景観に馴染みにくい状態となっている。今後、

大規模崩壊地など整形を必要とする場合は、景観面を

踏まえできる限り不整形とすることが好ましい。 
近年は、斜面・法面緑化も生物多様性保全に配慮す

ることが求められている。当地には、生物多様性保全

に配慮し、在来植物として(外国産)在来植物であるヨ

モギ、ススキなどの播種を行った初期の事例が存在す

る。(外国産)在来種を播種した法面と、これまで一般

的に法面緑化に用いられてきた外来牧草を播種した法

面について、播種 15 年後の植生状態を比較すると何

れもススキ草原となっているが、15 年が経過しても

(外国産)在来植物を用いた箇所は(外国産)ヨモギの生

育が持続していることが確認できた。 
斜面・法面緑化において生物多様性保全に配慮した

緑化とは、地域に生育する植物との交雑を避けること

であり、遺伝子レベルで異なる(外国産)在来植物が長

期間定着し続けることは好ましいものではない。10年

～15年もすれば周辺自然植生からの侵入・定着により

自然回復がなされ、生物多様性保全も行われることか

ら、当地のような自然公園域以外の一般地では、外来

牧草を用いて早期に緑化・被覆し確実に侵食防止を図

り、自然の推移に任せることが自然・景観回復の面、

および生物多様性保全などの面からも適当であると考

えられる。 
 

参考文献 

1) (社)土木学会地盤工学小委員会(2006)新潟中越地震

の斜面複合災害のモニタリングに関する研究 – メカ

ニズム、維持管理、景観、生態系、廃棄物等の総合的

斜面工学からの検討 – (土木学会 平成17年度重点研

究課題)、pp78． 
2）中野裕司(2020)斜面・法面緑化に対する生物多様性

保全と外来牧草の適正な活用、経済調査研究レビュー

Vol.25、(一財)経済調査会． 
（中野裕司） 
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３．３ 災害伝承  

 

３．３．１ はじめに 

 平成 16 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震で

は多くの斜面災害が発生したが、地震動では移動しな

いと考えられていた地すべりの発生や深刻な河道閉塞

の出現など、その後の防災対策や研究に大きな影響を

与える特徴ある災害があった 1）。地震発生時の特筆す

べき対策として、当時の山古志村では全村民の避難が

行われ、長期の避難生活を強いられた。このような特

徴ある災害の記録を後世に残す取組みが進められ、中

越メモリアル回廊として4施設と3公園を結ぶ震災の

記憶をたどるモデルルートが設定され、慰霊碑等を含

めた災害碑も建立された．中越メモリアル回廊は、地

域の活性化の一環としての役割をもち、現在も継続し

て取組まれている。ここでは災害伝承の取組みや課題

について報告する。 
  
３．３．２ 中越メモリアル回廊 

 中越メモリアル回廊の4施設とは、①長岡震災アー

カイブセンター（長岡市）、②やまこし復興交流館（旧

山古志村、現在は長岡市）、③川口きずな館（旧川口町、

現在は長岡市）、④おぢや震災ミュージアム（小千谷市）

であり、地震発生時の別々の自治体内に位置する。ま

た3公園とは、⑤妙見メモリアルパーク（小千谷市）、

⑥木籠メモリアルパーク（旧山古志村）、⑦震央メモリ

アルパーク（旧川口町）であり、震災の象徴的な場所

として整備されている。この4施設3公園を巡るルー

トを「中越メモリアル回廊」と呼び、車での移動時間

約 2 時間（関越道長岡 IC 発・小千谷 IC 着）、施設見

学時間約3時間のコースが紹介されている。 
現地調査では4施設のうち、写真3.3-1、3.3-2に示

す 2か所、公園は 3か所（写真 3.3-3～3.3-5）につい

て実態把握を行った。 
 視察した施設では、被災からの復興状況を写真や床

地図で示す展示スペース、映像施設、研修スペースな

どが整備され、語り部などの支援員による防災学習や

視察研修への対応プログラムが用意されていた。 
公園については、⑤妙見メモリアルパークは親子 3
人が乗った車が地すべりに巻き込まれ、男児が救出さ

れ母娘が犠牲になった現場である。ここは祈りの公園

として整備されている（写真3.3-3）。道路脇にあるの

で注目されやすいが、デザインを意識したためか震災

伝承公園とは気付きにくいものになっている。入口の

題字の英文表示には「Myoken Earthquake Memorial 

写真3.3-2 やまこし復興交流館「おらたる」 

写真3.3-1 長岡アーカイブセンター「きおくみらい」 

写真3.3-3 妙見メモリアルパーク「祈りの公園」 

写真3.3-4 木籠メモリアルパーク「記憶の公園」 
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Park」と記されており、「妙見地震？」とはいつの地

震かと惑わせる表示は残念に思う。⑥木籠メモリアル

パークは地すべりによる芋川の河道閉塞でダム湖とな

って浸水した木籠集落の家屋がそのまま残されている

（写真3.3-4の左）。家屋の周囲は堆積土砂で埋積され

ており道路橋の上から俯瞰できるが被災者のご厚意に

より、被災家屋を震災遺構として残されたことに思い

を及ばさずにはいられない。道路橋の近くには直売所

を兼ねた震災復興資料館さとみあん（郷見庵）がある。

⑦震央メモリアルパークは斜面耕作地にあり、狭い平

坦地に震央を示す標柱が設置されている。現地調査の

際は積雪期直前であったため、標柱は撤去されてブル

ーシート下に保護されており、台座（写真3.3-5の左）

のみを確認した。豪雪地帯のため積雪による標柱の損

傷防止対策が講じられているが、常設可能な石碑等へ

の変更が望ましく思われた。また、この地点は県道に

立派な入口表示板があったが探すのに苦労したので案

内標識の追加が望まれる。 
 
３．３．３ 慰霊碑等 

震災犠牲者を供養した場として、前述の妙見メモリ

アルパークの他に長岡市濁沢と小千谷市塩谷に慰霊碑

が建立されている。濁沢では地すべり末端の斜面が崩

壊し、家屋を押しつぶした上に県道を埋没させて2名
の住民が犠牲になった。崩壊斜面を見渡す対岸に自然

石の慰霊碑が設けられている。この場所は県道からや

や高い位置にあるため車の中からは見えにくいため、

木製表示板はあるが注意しないと見落としてしまう

（写真3.3-6）。塩谷集落では家屋の倒壊により犠牲に

なった3名の児童の慰霊碑が住民一同によって建立さ

れている（写真3.3-7）。写真左手の研磨された黒御影

石に災害の説明などの詳しい記載があるが、日差しが

無い状況でも反射により文字を読むことが困難であっ

た。 
一方、旧山古志村の東竹沢、寺野では地震動により

発生した地すべりが芋川を堰き止め天然ダム湖が形成

された。この堰き止め土塊の決壊対策として、緊急的

なポンプ排水や河道閉塞箇所の補強に始まり、応急的

な排水路や恒久対策としての砂防堰堤が建設され、地

すべり対策が合わせて実施された。この対策工事の説

明板が国土交通省によって2か所の河道閉塞箇所に設

置され、説明版の台座は積雪にも耐えるコンクリート

構造物となっていた（写真3.3-8）。 
写真 3.3-9 のように河道閉塞箇所は堰止湖と共に周

囲の自然に溶け込んでいるが、災害状況と復旧を伝え

るこれらの説明板は大切にしてほしいと思う。説明板

はわかりやすい解説の立派なものであるが、崩壊土砂

量についての英文記載に百万m3単位の誤りが 2か所

写真3.3-5 震央メモリアルパーク「はじまりの公園」 

写真3.3-6  濁沢集落の慰霊碑 

写真3.3-7 塩谷集落の慰霊碑 

写真3.3-8 寺野の河道閉塞の説明板 
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ともに認められたのは残念であった。 
 

３．３．４ おわりに 

 中越地震の被災復興状況を現地で学習するためのツ

ールとして、土木学会斜面工学委員会では「新潟県中

越地震土砂災害学習マップ」１）を平成 19 年に作成し

て被災地域に配布するとともに研修会を実施した。こ

の活動を大きく凌ぐ中越メモリアル回廊などの取組み

は、中越大震災の実態や復興を伝承し人材育成をも目

的として平成23 年～25 年に整備され運用されてきた。

災害伝承といった面からは長期継続性が求められるた

め、施設等の維持管理費や説明者（語り部）の養成な

どの問題が課題としてあげられ、公的な投資を維持す

るために地元住民の理解を得られる仕組み作りが重要

と思われる。 
また、災害伝承を担う目的でもあるメモリアルパー

クの表示板や慰霊碑等の材料は、強度・耐久性があっ

て劣化しにくい石材が望ましい。具体例をあげれば明

治時代の土石流災害（広島県）や津浪災害（岩手県）

に関する石碑があって100年を経た現在も劣化するこ

となく被災状況を克明に伝えている 2）。 
 
参考文献 

1)土木学会 地盤工学委員会 斜面工学小委員会：新潟

県 中 越 地 震 土 砂 災 害 学 習 マ ッ プ 、 
https://www.jsce.or.jp/committee/jiban/slope/old/map
/map.pdf, 2007.  
2)上野将司：応用地質アラカルト 役立つ災害地質の

知識（23）災害伝承としての石碑等について、応用地

質、Vol.61,No.5,pp.272～278,2020. 
 

    （上野将司、櫻井正明） 

写真3.3-9 自然に溶け込んだ寺野の河道閉塞箇所 
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図3.4-1 中越地震土砂災害学習マップ 2) 

 

 

 
図3.4-2 濁沢地すべり、 

地震直後(左)と15年後(右：2019.11.24) 

３．４ 復旧・復興 

３．４．１ 復旧復興の履歴/新潟モデル 

 

(1)はじめに 

土木学会地盤工学委員会斜面工学研究小委員会では、

2004年新潟県中越地震による発災以来、約15年にわ
たって現地における調査活動を行ってきた。本報告は、

約 15 年経過した現地の状況を調査した結果のうち、
主に復旧復興の履歴について、その概要を記すもので

ある。 
 
(2)斜面工学研究小委員会の取り組み（活動） 

震災から 3年後の 2007年には道路や砂防施設など
の公共土木施設の復旧はほぼ終了している。また、住

宅再建や公営住宅整備などに伴い2007年12月末には
仮設住宅からの全員退去が実現した。農林水産業施設

や農地の復旧など、営農体制の整備も 2008 年にほぼ
終了している。斜面工学研究小委員会が 2019 年に実
施した 15 年目調査時には、地震によって壊滅的被害
を受けた米（棚田景観）・牛（闘牛）・鯉（鯉養殖）は

復活しており、産業・観光資源として生活の糧となっ

ているように見受けられた。 
斜面工学研究小委員会では震災直後から複数回の現

地調査を実施した。土木学会の平成17(2005)年度重点
研究課題「新潟県中越地震の斜面複合災害のモニタリ

ングに関する研究」では、融雪や降雨等を経た約1年
間の状況として、防災、維持管理、環境・生態系、景

観・計画等の総合斜面工学の見地から斜面災害の変化

とその復旧・復興についてとりまとめた 1)。2007年に
は、「新潟県中越地震土砂災害学習マップ」という主な

被災箇所を車で一日かけて観察できる A1版のマップ
を作成した。マップに地形・地質・環境に関するコラ

ムを付けた資料を役所や道の駅などで無料配布した

（図-1）。マップは土木学会地盤工学委員会斜面工学研

究小委員会WEBからダウンロードできる 2)。また、

2007 年 9 月にはこのマップを用いて地元の一般市民
の方を対象に現地でワークショップを開催している 3)。 

20018～2019年には、被災後 15年の主な被災箇所
の復旧状況を観察した（図-2～図-4）。 
 

(3)新潟県等による復興の取り組み 

震災後、公共インフラや住宅・労働関連施設や環境

の復旧が軌道に乗ると日常生活が営まれ、復旧から復

興へとフェイズ・シフトすることになる。新潟県中越

大震災復興検証調査会は、震災から 10 年後の復興検
証として「新潟県中越大震災復興検証報告書」をまと 
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図3.4-3 斜面崩壊による芋川の閉塞で水没した 

木籠集落（2005.5.31） 

 

 
図3.4-4 橋桁下に保存された震災遺構としての家屋 

（2019.11.24） 

めている 4)。同報告書では、住宅再建、生活支援、生

業再建、公共土木施設等の復旧、公共施設等の復旧、

農林水産業の創造的復興、中山間地域の活力強化、新

産業の創出、県内観光の復興、まちなかの再生、住宅・

街並みの整備、防災体制の強化（行政の取組）、防災体

制の強化（地域防災力の向上）、防災基盤の強化、震災

メモリアルと総合的教育研究の推進、といった 15 項
目について復興検証がなされている。防災に関わる技

術者や研究者で未読の方には是非一読を薦めたい。 
2019年には、震災メモリアル（4施設 3公園）の活
動・活用状況についても調査している。その施設の一

つである長岡震災アーカイブセンターの山の暮らし再

生機構の方からは、震災からの時間経過に伴って施設

管理の予算削減や所管の変更など、財政や住民との連

携形態等の課題があることをうかがい、現在でも復興

に向けた努力が続けられていることを知った。 
 

３．４．２ 各地区の復旧の状況 

20018～2019年に震災から 15年が経過した主な被
災箇所の復旧状況を観察し、その復旧状況について考

察するとともに、15年もの時間が経過した状況を見て、

今後の復旧のあり方についてまとめた。 

(1)妙見の岩盤崩壊 

①地盤災害の復旧状況 

・岩盤すべりにより、崩壊土砂が川側に大規模に押し

出しており、道路が完全に寸断されている。 
・対策工は、国道側ではグランドアンカー工、JR ト
ンネル坑口周りはのり枠工が実施されている。 
・道路より川側は、崩壊土砂の一部と思われる土砂が

残存しており、当時の崩壊状況の凄まじさを感じさ

せる。 

 
図3.4-5 北側からみた崩壊状況 

（委員会資料、新潟県提供） 

 
図3.4-6 南側からみた復旧状況（2018.11.7） 

②将来に向けた考え方 

・復旧にあたり、道路が河川と JRの間に位置するた
め、道路線形は現在の位置にせざるを得ない。崩壊

斜面を抑えて通行を確保することは最適であったよ

うに思う。ただ、アンカー工も法枠工も構造物なの

で、将来に亘って維持管理、場合によっては更新が

必要になるであろう。 
・災害が起こるたびに、人的被害や通行止めによる社

会的損失、復旧に掛かる経済的損失、長期に亘る維

持管理・更新の大変さを考えたとき、建設時に如何

に被災リスクを考え、地盤に優しい道路にしていく

ことは非常に重要である。 
・すなわち、建設費が多少割高であっても、JR の様
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なトンネル構造や切土のり面をゆるい勾配にする等、

被災リスクの少ない道路線形や道路構造を積極的に

採用していくことが非常に大事である。 
 
(2)横渡の岩盤すべり 

①地盤災害の復旧状況 

・低角度の層理面に沿って流れ盤のすべりが生じてい

る。 
・奥に見える不動土塊の厚さから、崩壊厚さは3m程
度と推定される。 

・2018年現在も対策は行われておらず、すべり面がそ
のまま残されており、安定した状態にある。 

 
図3.4-7 崩壊状況（学習マップ） 

 
図3.4-8 復旧状況（2018.11.7） 

②将来に向けた考え方 

・落ち残り部分の崩壊が懸念されるが、斜面下流には

交通量の少ない道路があるのみで民家も無いことか

ら、特に対策が行われていないと思われる。この様

に被災リスクの少ない箇所では対策を行わない方法

もある。 
・現在は安定しているが、少なくとも安全と言える場

所ではないので、私たちはこのような被災リスクの

ある場所には住まないことが必要である。自治体も

このようなリスクのある土地であることをしっかり

記録し、情報が引き継がれるようにすることが大事

である。 
(3)新幹線トンネル抗口斜面崩壊 

①地盤災害の復旧状況 

・JR トンネルの坑口背面が大きく崩壊している。新
幹線への影響は把握できなかった。 
・現在は崩壊箇所の全面にのり枠工が施されている。

対策済みの長大のり面がある。 

 
図3.4-9 崩壊状況（H17重点研究報告書、2004.11.26） 

 
図3.4-10 復旧状況（2018.11.7） 

②将来に向けた考え方 

・新幹線という重要施設もあるので、大規模なのり枠

工を行わざるを得ないが、長期に亘る点検・管理・

補修・補強・更新のサイクルは大変である。 
・新幹線を保護する場合は、ロックシェッドのような

防護も考えられる。 
 
(4)油尾の土砂災害 

①地盤災害の復旧状況 

・油夫川の右岸側で地すべりが多数発生し、油夫川の

谷地が埋められている。 
・現在は谷部が崩壊土砂で埋め立てられ、棚田等に利

用されている。 
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図3.4-11 上空から見た油夫川の地すべり 

（委員会資料、新潟県提供） 

 
図3.4-12 復旧状況（2018.11.7） 

②将来に向けた考え方 

・地すべり対策工は確認できなかったが、沢地を埋め

ることは地すべりを抑制するだけでなく、深い沢地

が浅くなることで日々の農作業もし易くなる。凹地

を埋め立てることは、安全・安心や利便性の向上に

効果がある。 
・崩壊土砂をその土地で有効利用することは、フード

マイレージならぬソイルマイレージとして有効と考

える。在来植物や自然由来成分の含有土を他地域に

移動させない効果もある。 
 
(5)竹沢（羽黒トンネル）の岩盤崩壊 

①地盤災害の復旧状況 

・羽黒トンネル脇で大規模な斜面崩壊が発生し、崩壊

土砂は斜面下の家屋、道路まで及んでいる。 
・対策工は、のり枠工のほか、雪崩防止策が設置され

ている。 

 
図3.4-13 崩壊箇所の左末端が羽黒トンネル 

（委員会資料、林野庁提供） 

 
図3.4-14 復旧状況（2018.11.7） 

②将来に向けた考え方 

・集落の近くでこの様な大規模な崩壊リスクがあるこ

とは非常に怖いことである。中山間地域ではあらゆ

る所に斜面があり、地域の方々はそこで暮らさなけ

ればならない。 
・中山間地域で被害を少なくするためには、土砂災害

警戒区域を意識し、安全な場所に集落の中心を置く

コンパクトシティの導入が大事である。 
 
(6)東竹沢の崩壊 

①地盤災害の復旧状況 

・芋川を堰き止める大規模な地すべりが発生した。芋

川上流には堰止湖が形成され、多くの家屋が水没し

た。現在も災害の記憶を風化させないように、土砂

に埋まった家屋が数件残されている。 
・対策工は、現地に設置されている国土交通省の案内

板によれば、2 基の砂防堰堤と斜面対策工が行われ
ている。 
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図3.4-15 崩壊状況 

（国土交通省北陸地方整備局湯沢砂防事務所） 

 
図3.4-16 復旧状況 

（国土交通省北陸地方整備局湯沢砂防事務所） 

②将来に向けた考え方 

・他地区と比べて、東竹沢地区の崩壊規模は大きい。

地すべりの被害は計り知れない。 
・地すべりは斜面崩壊と比べ事前の兆候が確認できる

場合が多いとされ、崩壊予知や事前対策が図り易い。

IT技術を駆使してすべりの兆候を捉える技術、可視
化する技術の進展が期待される。 

 
(7)寺尾の河道閉塞 

①地盤災害の復旧状況 

・寺尾地区の地すべりも大規模である。現在、崩壊地

には棚田が作られているほか、現在も堰止湖がある。 
 
 

 
図3.4-17 上流側からの地すべり発生状況 

（アジア航測㈱提供）

 
図3.4-18 復旧状況（2018.11.7） 

 
３．４．３ まとめ 

斜面工学研究小委員会では、震災から 15 年間にわ
たり被災地を調査してきた。これほどの長期的に調査

をした事例は少なく、被災地の復旧、復興状況につい

て、非常に貴重な知見が幅広く得られたと考える。 
特に、山の暮らし再生機構の方々へのヒアリングで

は、山古志の復興の仕組みや施策、苦労されたことの

ほか、それらを丁寧にまとめ上げた「新潟県中越大震

災復興検証報告書」について、非常に貴重なお話を伺

うことができた。将来、山古志の復旧・復興の取り組

みが全国に広められることを期待したい。山古志の15
年間の復旧・復興の過程から多くを学び、また他の被

災地でも継続的に調査していくことにより、地域特有

の復旧・復興のあり方についての知見が積み上げられ

ることを期待する。 
最後に今回の調査結果の要点をまとめると、以下の

ことが挙げられる。 
①被災の記録として、震災メモリアル（4施設 3公園）
の利活用、震災に関連した資料の収集と保全、経験

と教訓の発信やイベント開催、中山間地域における
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総合的な防災教育・研究などの各種の取組みについ

ては、持続性という観点で今後も検証して行く必要

がある。 
②地域防災力の維持と強化として、被災地域は日本有

数の地すべり地帯で、豪雪地帯でもある。そのため、

地形、地質の変化は常態であり、当該地域において

土砂災害警戒区域は永続的に存在するものと考え

られる。さらに社会環境として人口減少・高齢化は

避けられない。このような状況を鑑みると、1 世代
2 世代先を見通して住宅地域の集中化やコンパクト
化などを図りながらコミュニティ活力や地域防災

力を維持する必要があるものと考えられる。今後も

議論を継続して行くことが重要である。 
③日本全国には無数の斜面があり、すべてに対策を行

うことは現実的でない。地域住民は斜面崩壊による

被害を受けないように住まい、斜面と永く付き合っ

ていく必要がある。 
④構造物による対策は、長期的な管理や将来の更新を

伴うため、トンネル構造や十分な安定勾配を確保し

た構造を採用し、被災リスクが少なく、維持管理の

少ない対応も考えていく必要がある。 
⑤自治体は被災リスクのある土地をしっかり記録し、

それを後世に引き継ぎ、そこには住まないようにす

る等、被災リスクを回避することが大事である。 
⑥崩壊により発生した土は、その土地で有効利用する

ことにより、地域固有の地質、植生等を維持する効

果がある。 
⑦土砂災害警戒区域は有効なハザードであり、これを

意識して、日々防災意識を高めて生活することが大

事である。 
⑧集落の中で比較的安全な土地に、集落の中心となる

生活空間を築くことにより、被災リスクの軽減につ

ながる。 
⑨IT技術の活用により、地盤情報を取得、記録、活用
して地すべりの監視に努めていくことが必要である。 
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写真3.5-1 中越地震発災直後に川をせき止めた土砂

（旧山古志村：04.11.22） 

 
写真3.5-2 被災2年以上経過後も河道閉塞により放

置された被災家屋と屋内の電気製品の状態 

（旧山古志村：07.6.7） 

 

３．５ 災害廃棄物／災害発生土 

 

３．５．１ はじめに 

 筆者らが災害廃棄物に着目したのは、平成16(2004)
年10月23日夕方に発生した新潟県中越地震の時から

である 1)。発震直後に被災した家屋や公共施設、川を

せき止めた土砂、これらが時間差はあるものの廃棄物

等（災害発生土を含む）として発生する。その発生量

の膨大さと取扱いの難しさを痛感したからである。例

えば、写真 3.5-1 のような河川をせき止めた土砂は、

廃棄物あるいは災害発生土として取り扱われ、何らか

の処理が必要となる。その後、この新潟県中越地震に

よる河道閉塞により被災した家屋等が、写真 3.5-2 の

ように2年以上経っても放置されているのを目のあた

りにし、今後どうなってしまうのであろうかという思

いがさらに強くなった。 
 地震に伴う土砂災害によっては、様々な廃棄物が生

まれることが考えられる。土砂まみれになるというこ

とが廃棄物の特徴となり、もう一つは長期に放置され

る可能性があるということも特徴となる。平地での地

震災害とは異なる状況を呈すると考えられる。 
ここでは、新潟県中越地震以降の土砂災害に伴う災

害廃棄物の状況と、今後の対応策について報告する。 
 
３．５．２ 災害廃棄物/災害発生土と仮置き場 

(1)仮置き場への着目 

 中越地震でも、膨大に発生した災害廃棄物は仮置き

場に一時保管され、そこで分別され具体的な処理に向

かう方法が取られていた。この仮置き場の設置は、中

越地震以前から取られていたものである 2)が、仮置き

場の状態も気になった。すなわち、写真 3.5-3 にみら

れるように、たまり水が仮置き場内の至る所にみられ、

それらが汚染されている可能性を危惧した。 
実際に、全ての仮置き場の状態が悪いわけではない

が、一部の仮置き場内のこうしたたまり水などから環

境基準を超える鉛（0.02mg/L）が検出された事例があ

った 3)。 
 先ほどの災害発生土の取扱いも気にはなったものの、

この時点では、仮置き場の適正化が必要と考え、そち

らを優先した取り組みを行った。 
 
(2)中越地震以降から東日本大震災までの仮置き場 

 平成7年の阪神・淡路大震災では、生活系災害廃棄

物（可燃性・不燃性混合ごみ）、解体系災害廃棄物（木

質系）、解体系災害廃棄物（コンクリート系）といった

ように発生源（避難時の生活と家屋等の解体を区別）

やその種類による分別を行いながら一時仮置きがそれ

ぞれの場所でなされた。これらの仮置き場の設置は、

それぞれの災害において自治体が任意に設置してきた。 
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写真3.5-3 中越地震時の仮置き場と場内のたまり水

（長岡市：04.11.23） 

 
写真3.5-4 中越沖地震時の仮置き場：アスファルト

と砂利敷きでたまり水を削減（刈羽村：07.9.18） 

 しかし、中越地震では、環境基準を超える鉛が検出

された事例があるため、その後の仮置き場では徐々に

留意されるようになってきた。平成19(2007)年の中越

沖地震では、平成 16 年中越地震の教訓が活かされた

仮置き場が設置されるようになった。写真 3.5-4 に示

すように、アスファルトの敷設と砂利敷き（砂利の下

にはシートの敷設）を行い、仮置き場内の汚染を抑制

する方法が取られている。 
 その後の様々な災害において、仮置き場の汚染リス

クに留意した仮置き場とそうでない仮置き場が混在す

るようになる。なお、環境省関東地方環境事務所「平

成 17 年度大規模災害時の建設廃棄物等の有効利用及

び適正処理方策検討調査報告書(平成18年3月)」には、

“難透水地盤の地質か遮水が行いやすい場所で、浸出

水が集めやすく、拡散しにくいこと”を仮置き場の選

定時の考慮すべき事項としてあげている。 
 平成 23(2011)年東日本大震災でも遮水シートの敷

設による浸透防止、マウント造成による廃棄物の水切

りによる衛生問題の改善等の事例が多くみられるよう

になる 4)。 
 しかし、こうした取り組みがなされるようになって

も、東日本大震災でも仮置き場において土壌溶出量の

基準を超過した場が 7箇所あった 4)。超過数値はそれ

ほど大きくはないので、地盤環境汚染を引き起こす可

能性は低いが、適切な状況ではなく、今後も基準超過

が無いように努めていく必要がある。 
 
(3)災害発生土への着目 

 災害廃棄物の処理に向けた仮置き場の設置について

は、平成 16年中越地震から本格的に対応がなされるよ

うになってきていたが、災害廃棄物と同様に災害時に

発生する土砂（植生等も混じる）に関しては、気にな

りつつも世の中の関心は低かったといえよう。 

 しかし、東日本大震災がこの状況を一変させたと思

われる。東日本大震災では、災害廃棄物の他に津波堆

積物（災害発生土）として表3.5-1に示されるように、

災害廃棄物だけでも約2000万トンの膨大な発生量（令

和元(2019)年度の一般廃棄物総排出量 4274 万トンの

約半分）であったが、災害発生土もその半分以上の約

1100万トンと膨大であった。 

 ここで、災害発生土といっても土砂だけではない。

斜面崩壊では、その表層等に生息していた動植物を一

緒に巻き込む。写真 3.5-1や写真 3.5-5にもみられる

ように、災害で発生した土砂には樹木等が混在してお

り、土砂だけで構成されているものではない。東日本

大震災での津波堆積物は、海底等に生息していた動植

物を一緒に巻き上げつつ、陸上での移動中にも動植物

を巻き込み堆積した。このため、腐敗した動植物の混

合した処理の難しい災害発生土をもたらしたため、ま

たその膨大な量から、はじめて公に災害発生土が着目

された事例といえよるのではないだろうか。 

表3.5-1 災害形態の違いと災害廃棄物/災害発生土 5) 

被災地名 災害形態 災害廃棄物 災害発生土 

倉敷市 主に浸水災害 約211,000 t 
(93%) 

約15,000 t 
(7%) 

宇和島市 浸水・土砂複合 18,095 t 
(70%) 

7,783 t 
(30%) 

呉市 主に土砂災害 77,000 t 
(14%) 

486,000 t 
(86%) 

2011年東日本大震災 
（地震と津波の複合） 

約2000万 t 
(65%) 

約1100万 t 
(35%) 

 
 東日本大震災を受けて「廃棄物資源循環学会編著：

災害廃棄物分別・処理実務マニュアル,2012」に津波堆
積物の中間処理が示されたのもこのためではなかろう

か．このマニュアルでは、津波堆積物の中間処理後の

有効利用として土木資材が挙げられているが、その具

体的な利用についての言及はない。 
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中越地震：河道閉塞させた土砂（旧山古志村：05.5.21） 

 
2009年山口土砂災害：災害発生土（防府市：09.8.1） 

 
東日本大震災：津波堆積物（名取市：11.7.17） 

 
2017年九州北部豪雨：災害発生土（朝倉市：17.9.22） 

写真3.5-5 各種災害における災害発生土の状況 

(4)災害発生土の取扱い 

地震や豪雨によって生じる土砂災害は、表 3.5-1 に

示すように災害発生土が膨大となり、場合によっては

災害廃棄物よりも多い。この災害発生土の有効利用と

して土木資材が挙げられるが、その取扱いには留意し

た方が良い。 
 東日本大震災での津波堆積物では，鉛(Pb)，ヒ素(As)，
セレン(Ce)，ふっ素(F)，ほう素(B)は含有量，溶出量

のいずれかあるいは両方で土壌環境基準値や土壌汚染

対策法指定基準値を超過する例が見られた 6)。 
 このことは、災害によっては、災害発生土の発生源

となる場の地質・地盤状況によっては、有害物質を含

んだ土砂となり、土木資材としての利用の制限が生ま

れることを意味する。これらを不要な廃棄物として処

分すれば、最終処分場の逼迫に拍車を掛けることとな

るので、有効利用が制限された土木資材については、

長期保管を行う場が必要となろう。 
 また、災害発生土のための仮置き場が必要となる。

災害発生土の仮置き場では、それらの篩い分けなど分

別処理等を行い、土木資材として利用できる状態にす

ることが求められる。最近の災害では、こうした災害

発生土用の仮置き場が、災害廃棄物とは別に設けられ

ることが増えてきたように思われる。 
 平成30(2018)年の西日本豪雨の呉市などでは、写真

3.5-6 のように災害発生土用の仮置き場が設けられ、

その場で中間処理（分別など）が行われていた。 
 
３．５．３ 今後の災害廃棄物/災害発生土への対応 

最近は、環境省や自治体等の努力により、災害廃棄

物の適正な仮置きがなされるようになり、昔のような

状況にもなりにくい環境が整備されてきている。 
しかし、事前の準備が十分でない場合、災害廃棄物/

災害発生土の処理・処分への対応も後手に回る例もみ

られる。そうならないために、仮置場ともなり最終的

な埋立処分もできる最終処分場の整備を含め、日頃か

らの準備を怠らないことが肝要である。さらに、ここ

で示したように、災害発生土の多い災害形態として斜

面災害（土砂災害）が挙げられるが、災害発生土への

対応については、これからの課題も多い。 
そこで、次のことを提案する。 
1) 災害の種類毎に、災害廃棄物及び災害発生土の発

生量を予測する 
2) 事前に災害の発生源を予測し、その災害発生土の

有害性に関するリスクを検討しておく 
3) 発生する災害廃棄物/災害発生土毎に、仮置き場

の適地選定を事前に行っておく 
4) 災害廃棄物/災害発生土の処理方法及び有効利用

方法を事前に検討しておく 

 以上のように、平常時に「（仮称）災害廃棄物/災害
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災害発生土の中間処理状況（呉市：18.11.16） 

 
巨石の分別スペース（呉市：18.11.16） 

 
可燃物混りの災害発生土（呉市：18.11.16） 

写真3.5-6 平成30年西日本豪雨時の災害発生土の仮

置き場の状況 

発生土の予測とその対応計画」を作成しておくことが

望ましい。このためには、必要人員や必要経費の捻出

が困難な市町村も存在するであろうから、専門家も含

めた国や県のレベルでの対応や支援・補助なども必要

と考えられる。 

 
３．５．４ おわりに 

 筆者らが中越地震をきっかけとして取り組みだした

災害廃棄物の環境汚染リスクへの対応は、この 15 年

の各方面の努力で格段に改善されてきた。 
 一方で、中越地震時に気になりつつも、災害廃棄物

の方を優先して後回しにした災害発生土については、

東日本大震災における津波堆積物で改めてその検討の

重要性を痛感した。 
 災害廃棄物だけでなく、災害発生土の処理（有効利

用のための分別処理等）も災害の復旧・復興に重要で

ある。そのために、災害廃棄物と同等以上に発生する

可能性のある災害発生土（斜面災害（土砂災害）では

災害廃棄物よりも膨大な量となる場合が多い）の仮置

き場の設置が重要となる。 

 災害発生土は、災害廃棄物とは異なり比較的有害な

物質を含んでいない場合もあるが、災害の後背地の地

質によっては、有害物質を比較的多く含む可能性があ

る。したがって、どのような災害発生土が生じる可能

性があるのかを事前に検討し、災害発生土のための仮

置き場の確保も計画しておく必要がある。 
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４ おわりに 

 
2004年10月23日17時56分，新潟県中越地方を
中心とした地域で極めて強い地震が発生した。揺れが

特に激しかった新潟県川口町では，震度計による観測

が始まって以来初めてとなる最大震度7を観測し，小
千谷市でも震度6強を記録した。震度6強の強い地震
はさらに 18時 11分，同 34分と立て続けに発生。3
度の地震で中越地方は壊滅的な打撃を受けた。 
気象庁によって「平成 16 年新潟県中越地震」と命
名されたこの地震では，震源地に近い小地谷市，長岡

市，川口市，山古志村，十日町市は壊滅的な打撃を受

け，3791箇所の斜面崩壊が確認された（国土交通省発
表）。また，地震直後から行方不明となっていた 3 人
の親子の地すべり現場からの救出活動は，報道機関に

よって大々的に報道された。 
 
「はじめに」にて述べているように，平成 16 年新
潟県中越地震は下記の特徴を有する災害であった。 
・台風23号による事前降雨による複合災害 
・大規模宅地造成盛土の崩壊 
・地すべりによる河道閉塞と排水作業 
・中山間地の土砂崩壊による集落孤立 
・地元伝統産業の衰退 
・走行中の新幹線の脱線 
・エコノミークラス症候群による震災関連死 
これらの課題は，その後の日本各地で発生する様々な

地震災害にて参考となり，改善されていった。 
 
土木学会地盤工学委員会斜面工学小委員会は，平成

15年3月に発足した委員会であり，月日を重ねて，現
在7期の委員会活動を行っています。初代委員長の後
藤聡先生（山梨大学）は「知っておきたい斜面のはな

し Q&A－斜面と暮らす－」の巻頭言にて，小委員会

発足時に太田秀樹先生（地盤工学委員会元委員長，東

工大名誉教授）から「土砂災害は毎年のように起きて，

貴重な人命が失われている。学会として防災に貢献で

きないか，学会しかできない役割を考えなさい」と叱

咤激励されたと書かれています。その後，各地で発生

した地震災害や土砂災害について，斜面工学小委員会

では様々な調査を行いました。しかし，委員会発足直

後に発生した新潟県中越地震は，委員会メンバーの思

い入れも深く，中山間地域での土砂災害からの復旧・

復興の経年変化を確認できる貴重な機会となりました。 
今回，中越地震発災から 15 年目を契機として報告

書を取りまとめましたが，今後も斜面工学小委員会と

しては，継続して復興状況を調査していきたいと考え

ています。 
最後に，岩佐直人氏（元 日鉄建材，現 藤井基礎

設計）には主査を引き受けて頂き，本報告をまとめる

にあたり多大のご尽力を頂きました。また，執筆者の

皆様（中野裕司氏，上野将司氏，櫻井正明氏，北爪貴

史氏，吉川修一氏，大野博之氏，鈴木素之氏）もタイ

トなスケジュールのなかご執筆頂きました。末筆です

が，感謝いたします。 
（斜面工学小委員会委員長 伊藤和也） 
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